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はじめに

北海道には湿原が多く、日本全湿原面積の 85%を占めるといわれる。北海道の全湿原面積は3万～

6万ヘクタールといわれるが、空中写真による測定のずれや、塩湿地を含めるか否かにより面積がこ

となる。

北海道の総湿原面積のうち、ミズゴケ類が生育する高層湿原、中間湿原がどのくらいあるかは、未

だ測定されたことはない。しかし、北海道湿原研究グループの富士田裕子・高田雅之・金子正美 (1997)

によれば、北海道の湿原 150個所余りの内、高層湿原44箇所、中間湿原7個所とされている。

北海道には面積が 1ヘクタール以上の大きな湿原が多く、代表的な湿原とその面積は以下のようで

ある、これらの多くは平地に形成されている。

釧路湿原 21,440 ha サロベツ湿原 3,900 ha 

霧多布湿原 2,250 ha 風連湿原 1,600 ha 

浅茅野湿原 700 ha 雨竜湿原 450 ha 

別寒辺牛湿原 282 ha 浮島湿原 15 ha 

ニセコ神仙沼湿原 10 ha 無意根山大蛇ケ原湿原 6 ha 

北海道の湿原の多くは平地にあるため、開発されやすく、我々が湿原の調査をしているとき、隣の

湿原では牧草地等への開発が進行中のことも珍しくなかった。これに対して本州以南にある湿原は規

模が小さく、それらの多くは高山にある。

国立公園や固定公園では、ミズゴケ類はすべて採集禁止植物に指定されている。しかし、北海道で

は豊かな自然の象徴であるミズゴケ類が、何のためらいもなく無残に剥ぎ取られているのが現状であ

る。

北海道は日本でも最もミズコケ類が豊富に生育しているところで、その生育面積も広い。しかしな

がら、野外でミズゴケ類の一種であることは判っても、それが何と言う種であるかを同定できる人は、

植物学者を含めても極めて少ないのが現状である。

ミズゴケ類は生育環境により、同じ種でも外形、色などの変異が極めて大きい。顕微鏡観察でも、

茎葉や枝葉の形、葉縁の舷の幅、透明細胞の形や構造などにも変異が多く、種の同定を難しくしてい

る。

この報告書では私が北海道で採集した種及び日本で採集されて服部植物研究所に保存されている襟

本（鈴木兵二博士の Sphagnotheca Japonicaの標本を含む）の種の特徴を解説するともに図示し、変

異の大きい種については、その程度をなるべく詳しく解説して、同定に役立つように試みた。さらに、

北海道各地の湿原にどのようなミズゴケの種が生育するかを観察し、それが今後どのように移り変っ

ていくかを観察し、推測することは、北海道の豊かな自然環境を守る上からも、きわめて重要なこと

と考える。

私は世界に誇りうる北海道のミズゴケ類について、多くの人々に理解と輿昧を持っていただき、保

護の機運を高めていただきたいと願い、この報告書を作成した。

1999年7月31日

滝田謙譲
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研究の要旨

北海道のミズゴケ類に関する本格的な研究は、広島大学の鈴木兵二博士が 1955年に発表した論文に

始まる。その後同博士は 1958年にユガミミズゴケ節に関する論文を発表され、 1978年には北海道の

主な湿原ごとに、そこに生育するミズゴケ類の種のリストを発表された（いずれも引用文献参照）。 し

かし、これらの論文は専門的過ぎて、初心者には理解が難しく、利用が困難である。

一方、ヨーロッパやアメリカには、初心者にも判り易いミズゴケ類の解説書が、数多く出版されてい

る（Crum 1984, Smith 1978, Daniels & Eddy 1990など）。

日本には少数のミズゴケ類を解説した初心者向きの本はあっても（岩月・水谷 1972，堀川 1967，野

口 1976など）、多くのミズゴケの種を解説したものはこれまでに松田（1974）の論文があるのみで，

日本で最も広大な湿原を有する北海道のミズゴケに関するものは皆無である。このことが日本でミズゴ

ケ類に関心を持つ人が少ない最も大きな理由と思われる。このような訳で、日本産のミズコケ類につい

て、図を多く取り入れた解説書をつくり、初心者から専門家までの多くの人に利用していただけるよう

に試みたのが本書である。

北海道のミズゴケ類については、上記の鈴木博士の論文があるが、北海道では今後さらに新しい種が

発見される可能性がある。

本書を作成するにあたり、次のような点に留意した。

1.北海道産の全ての種の重要な特徴を線画を使って詳細に解説した。

2.それぞれの種の変異について、顕微鏡写真を使って解説した。

3.文献に報告されている北海道産のミズゴケ類の種のうち，服部植物研究所から標本を借用出来た

種についての検索表を作成し、同定ができるようにした。北海道には海外から多くのミズゴケ類の研究

者が訪れるので、英文の検索表も用意した。

4.鈴木博士が調査された北海道の湿原と、そこに生育するミズゴケ類の一覧表を作成した。さらに、

私が調査した同様な一覧表も作成し、両者を比較できるようにした。しかし、鈴木博士が調査された空

知菅内と石狩管内の湿原の大部分は、水田や草地に変わり、ミズゴケ類も消滅したようである。

5.私が調査、採集した標本のリストと、それらから作った分布図を本報告書の末尾にくわえた。こ

れらの標本は、北海道大学農学部F付属植物園の標本庫に収め、全国の研究者が利用できるようにした。

この研究の結果、北海道の平地の湿原と、そこに生育するミズゴケ類の種は鈴木博士が調査された

1955年代に比べ、かなり変化していることがわかった。今後さらに湿原とそこに生育するミズゴケ類

の調査を続け、湿原の保護やミズゴケ類の種の移り変わりを明らかにしたい。

-2-



I. 用語とその解説
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S. palustre オオミズゴナ

校菜背面の 3子孔と双子孔

（霧多布湿原， No.3583) 
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J.枝葉の透明細胞の孔について。
p: (pore）子L。枝葉の透明細胞の背面
や腹面にできる。縁の厚い孔・縁の
薄い孔等があり、その数や大きさは、
種によって異なる。
tp: (triple pores)3子孔。角隅に相
対する透明棚包の孔が 3偲集まった
もの。
tw: ( twin pores）双子孔。角隅に相
対する透明細胞の孔が 2個集まった
もの。
cop: (cαnmissural pores）接合孔。
透明細胞の縁に、葉緑細胞を隔てて
隣の細胞のものと相対する所に出き
る子しの組。

II.図中に使われている略号（Abbreviationsused in figures) 

Asi：茎葉の先端の腹面（Apexof stem leaf, ventral surface）。

Aso：茎葉の先端の背面（Apexof stem leaf, dorsal surface）。

Be：校の表皮細胞（Cortexof branch）。

Bl：枝葉（Branchleaf）。

Blc：枝葉の横断面の一部（Apart of cross section of branch leaf）。

Cap：茎上端の校の集まり（Capitulum）。

F：側枝の束（Fascicleof branches）。

P：植物体（Plant）。

Pb：下垂枝の葉（Leafof pendant branch）。

Pbi：下垂枝の葉の中央部の細胞の腹商（Centercells of pendant branch leaf, ventral surface）。

Pbo：下垂枝の葉の中央部の細胞の背面（Centercells of pendant branch leaf, dorsal surface）。

Psc：茎の横断面の一部（Portionof stem in cross-section）。

Sbi：開出枝の葉の中央部の細胞の腹函（Centercells of spreading branch leaf, ventral surface）。

Sbo：開出枝の葉の中央部の細胞の背面（Centercells of spreading branch leaf, dorsal surface）。

Scs：茎の表皮の一部（Surfaceview of stem cortex）。

Sl ：茎葉（Ste皿 leaf)。

Uli：関出枝の葉の上部の細胞の腹面（Uppercells of spreading branch leaf, ventral surface）。

Ulo：聞出枝の葉の上部の細胞の背面（Uppercells of spreading branch leaf, dorsal surface）。
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5 

フナガタミズゴケ（クシノハミズゴケ） Sphagnum 

imbricatum Hornsch. ex Russ. 

高層湿原の小凹状地や中潤湿原のムジナスゲ群落の中等に生

ずる黄緑色の大裂のミズゴケで、余り大きな群落にならない。

他のミズゴケ節の種に比較して枝や葉はまばらにつき茎も細い。

茎は黒褐色で高さ 5-12cm、断面で表皮細胞は 4-5層、表

面に 2-4個の孔があり、螺旋状の目1]厚がある。

茎葉は舌形で、長さ 0.6-1.lmm、縁に舷はなくよ部は細か

く総状に裂けている。

枝葉はボート状に深〈凹み、広卵形で長さ l.2-l.7mm、先

端は僧帽状となり、先端付近の背面には小歯状の突起（パピ

ラ）があるのでざらつく。枝葉を背蘭から検鎖すると、葉緑細

胞の表面に、櫛の歯状の突起が確認でき（葉の上部よりも基部

で著しい）、 3個の透明細胞の按合点に縁の厚い 3子孔

( triple pores）があり、接合商に沿って大きな貫通する子しが

ある場合もある（特に葉の上部で著しい）。腹面中央の透明細

胞に孔は少ない。

枝葉断面で葉緑細胞はほぼ正三角形で、腹面に広く開き、葉

緑細胞と透明細胞の接合面に櫛の歯状の突起が o－数値あるの

がこの種の特徴である。

分布：北海道では海に近い高層湿原の周辺や中関湿原に多い。

スケッチ標本：川上郡標茶町茅沼湿原、海抜7m、No.4730 



ミズコ凶ケ科

（ミズゴク節）

Sl茎薬， x20

P全形， xl

Bl枝葉，×20

rel Wlo'! J注，／，／＠両常事b
Shi枝葉腹面中央部， x240

イボミズゴケ Sphagnumpapillosum Lindb. 

高層湿原のi也縫周辺の地下水位が低くなった所や、湿った小

肪凸状地の上等に生育する、淡黄色の大型のミズゴケで、密で大

，；•）！／ きな群落をつくる o

6 

’ 茎は高さ 5-lOcmで赤褐色～黒色、断面で表皮細胞は 3-4

層、表面に 1-2個の孔があり、螺旋糸状のffl'l厚がある。

茎葉は舌形で長さ l.2-l.5mm、縁に舷はなく、上半部の縁

は細く総状に裂ける。茎葉の透明細胞には膜皇室があって貫通せ

ず、糸もない。

枝葉はボート状に深く田み広卵形、長さ l.5-2.2mm、先端

は僧帽状で、先端付近の背面には小歯状の突起（パピラ）があ

るのでざらつく。

枝葉を背面から検鏡すると、葉緑細胞の表面に密で細かいパ

ピラがあるのはこの種の特徴である（葉身の下部よりも中央や

上部で明瞭に確認できる）。

枝葉の背面で 3飽の透明細胞の接合点に縁の厚い 3子孔

( triple pores）があり、腹面の上部にまばらに偽孔がある。

枝葉断面で葉緑細胞は楕円形～樽裂で、葉緑細胞と透明細胞

の接する壁に細かく密なパピラがある。

分布：北海道では高山や平地の高層湿原に多く大きな群落が

みられる。

スケッチ標本：阿寒郡鶴居村オンネナイ劃II路湿原、 i毎抜5m、

No 2。



Psc茎の断面， X120 

Ulo枝葉背面上部，×240

ムラサキミズゴケ Sphagnummagellanicum Brid. 

高山や平地の高層湿原の小凸状地上に生育する大型のミズゴ

ケで外形はオオミズゴケに似るが、秋には紫紅色に着色する。

茎は黒褐色で、高さ 5-lOcm、断面で表皮細胞は 3-4層、

表面に螺旋糸状のUe.!厚がある。

茎葉は舌形で長さ 1.0-1.Smm、縁に舷はなく上半は細かく

総状に裂けている。

枝葉はボート状に深く凹み、広卵形で長さ l.5-2.4mm、先

端は｛健帽状でとなり、先端付近の背面には小歯状の突起がある

のでざらついている。枝葉背面の 3個の透明細胞の媛合点に

縁の厚い貫通する 3子孔や双子孔、また透明細胞の先端部近

くに貫通する円い孔や半月型の孔がある場合もある。校業腹面

の中央の透明細胞にはまばらに偽孔が見られ、葉縁の透明細胞

には貫通する大きな孔が数個あるが、中央部になるに従って減

少し消t威する。
枝葉の断面で葉線細胞は楕円形で透明細胞に包まれて中央に

あり、背腹両面に出ないのはこの種の特徴である。

分布北海道では平地から高山までの高層湿原に普通に見ら

れツルコケモモを伴う場合が多い。

スケッチ標本：阿寒郡鶴居村オンネナイ釧路湿原、海抜 Sm、

No. 1。

7-



ミズゴケ科
（ミズゴク節〉

Ps c茎断面，× 120

-8-

オオミズゴケ Sphagnumpalustre L. Syn. S. cymbijol山m

Hedw目

低層湿原や中間湿原、時に平地や山地の湿地にも生ずる大型

のミズゴケで、黄緑色～白緑色の大きな群落をつくる。

茎は茶褐色～黒褐色で高さ 8-15cm。茎の表皮細胞は断面

で3-4層、表皮の表面にト4個の孔があり、細い螺旋状の肥

厚がある。

茎葉は上方がやや広がる舌形で、長さ 1目8-2.4mm、縁に舷

はなく、上方は粗く下方は細かい歯があるか会辺、透明細胞の

背面に糸が、腹面に糸と偽孔がある。

枝葉はボート状に深く回み卵形～広卵形、長さ 2.0-2.6mm、

先端は僧暢状となり、先端付近の背面に小歯状突起があるので

ざらつく。枝葉の背面で中央の透明細胞には貫通する 3子孔

や双子孔がある。腹面の透明細胞には孔がないが偽子しがまばら

にあり、葉縁の透明細胞に円い貫通する孔があるが、中央部で

は少ないか消滅する。

枝葉の断面で葉緑細胞は二等辺三角形～角の丸い台形で、腹

面に広く開いている。

分布：全道の平地から高山手普の高層湿原の周辺や中閥湿原に

成育し大きな群落が見られる。

スケッチ標本：阿寒郡鶴居村オンネナイ釧路湿原、 i毎妓 Sm、

No. 4。



ミズゴケ科

（キダテミズゴナ節〉

Sl;I:業，×60 Bl枝葉， x20

Be葉を取った開出校，×60

Sc s茎の表皮細胞， X120 

9 

キダチミズゴケ Sphagnumc。mpactumDC. ex Lam. et 

DC. 

高山の湿地等に、淡黄色～淡褐色の密で平坦な群落をつくる、

硬くてもろいミズゴケで、一見ミズゴケ節の種の様に見える。

茎は茶褐色～黒褐色で、高さ 4-Scm、表皮細胞は断面で

2-3層、表面にミズゴケ節のような螺旋糸状の肥厚はない。

校は太く、極く短く、長さ 1cm以下で通常関出枝は上向き

のままか、又は水平に密につく。

茎葉は舌形で小さく、長さ 0.5-0.7mm、先端は裂けたよう

なふぞろいな歯になる。

枝葉は長さ 2.2-2.Smmで卵状楕円形、ボート状に深く凹

み、先端は細かく裂けたような不規則な歯になる。枝葉背面中

央で、縁の厚い孔と偽孔が透明細胞の縁に沿って多数並ぶ。

枝葉断面で葉緑細胞は楕円形で、透明細胞に包まれでほぼ中

央にある。

外形は一見ミズゴケ節の様に見えるが、光沢のない淡黄色～

淡褐色で、密な平坦な群落をつくり、枝が短く、上又は横向き

の枝が多いので野外でも見分けられる。

分布：多雪地に産する種で日本海側の平地や余市地山系・港

毛山系・大雪山系に多く、しばしばイワイチョウを伴う。

スケッチ標本上川郡東川町沼ノ平、海抜 1430m、No.

2080。



ミズゴケ科

（キレハミズゴク節〉

s l茎主主， x60

P全形， Xl

As o茎業の先端部， X120 

Be校の表皮，×120

Ps c茎の横断面，×120 Sc s茎の表皮， xl20

Uli枝葉腹面先端部， x240

Sbo枝葉背面中央部，×400 Sbi枝葉腹面中央部， .x400

キレハミズゴケ Sphagnuma。ngstroemiiC.Hartm. 

黄緑色のミズゴケで高層湿原のやや水に浸る所に、フサパミ

ズゴケ、ミヤマミズゴケ、ホソパミズゴケ、ウロコミズゴケ等

と共に生育する。

茎lま黄緑色で高さ 5-lOcmになり、表皮は 3-4層で、表面

に孔はない。

茎葉は長さ 1.5-2.0mmで舌形、先端は切形で総状に裂け

て透明細胞に膜皇室はない。

枝葉は深〈回み、卵形～卵状三角形、先端は他の穫に比較し

て広い切形で歯がある（枝葉の形の似るキダチミズゴケやミズ

ゴケ節の穫では葉先は僧帽状となり、ミズゴケ節の種では先端

付近の背面に小歯状の突起がある）。

枝の表皮のレトルト細胞は発達せず、首も突出しない。

枝葉の断面で、葉緑細胞は楕円形で透明細胞に包まれでほぼ

中央にあり、背腹両面に出ない。

分布：この穫は、寒地に生息するミズゴケで、今までに

1952年に鈴木兵二博士により、釧路管内の上尾幌の湿原で採

集されているが、今ではこの湿原は牧草地になっている。他に

斎藤氏により十勝山系のオプタテシケ山、知床山系で 1951年

に採集された例があるが私は係集していない。

スケッチ標本：スェーデン、 TorneLappmark, Kiruna、E.

Nyholm採集 NICH326054。

-10-



ミズコd ケ科

（ワロコミズゴク節〉

P全形，×1

Psc茎の断面，×120

' ''" lll，ぷ
Uli枝葉腹面上部，×240

ウ口コミズゴケ Sphagnumsquarrosum Crome 

森林下の湿地や低層湿原の水にひたるような所に群生し、黄

緑色～淡緑色で、北海道では最も普通に見られる大型のミズゴ

ケ。

茎は淡黄色で高さ 5-lOcm、径 0.7-l.2mm、茎の横断面で

表皮細胞は 2-3層、表皮細胞の表面に孔はない。

茎葉は長さ l.8-2.2mm、舷は基部の縁のみに 3-4細胞列

あって狭い。

茎葉の透明細胞に通常膜壁があるが、上方の透明細胞にほと

んど膜壁がなく、貫通している場合もある。

枝葉は長さ 1.5-2.Smm、基部は広い卵形で鞘状となって枝

を包み、中部より先は急に細くなり反曲するので、開出枝がさ

さくれて見えるのはこの種の特徴で、野外でも容易に識別でき

る（生育している環境により、余りささくれないタイプもあ

る）。

枝葉背面の透明細胞には大きな孔がある。枝葉腹面の透明細

胞では、縁の厚い孔があり、偽子しも多少ある。

枝葉断面で葉緑締胞は台形～樽型で背腹両国に開いているが、

背面により広く開いている。

分布：全道的に平地から高地まで分布し、湿った林下や低層

湿原・中間湿原のイワノガリヤス群落等で見られる。

スケッチ標本：車II路市山花公園、 i毎抜 30m、No.1761。

11一



ミズゴケ科
（ウロコミズゴナ節〉

}" 
F開出校と下垂校，×3

P全形， Xl

（＼（（、
Aso茎棄の先端部， x120

Be校の表皮，×60

Ps c茎断面，×120 Sc s茎の表皮，×120

C前九JI'! づいm W,1'-'-

Ulo枝葉背面上部，×240

ホソミズゴケ Sphagnumteres (Schimp.) Angstr. ex 

C.Hartm. 

平地から高山帯の水に浸ることの多い、高層湿原や中間湿原

等に生える黄緑色～淡褐色の中裂のミズゴケで産地は少ない。

茎は黄緑色”赤褐色で高さ 5-lOcm、径 0.6mm内外、茎の

横断面で表皮細胞は 2-3層、表皮に孔はない。

茎葉は舌形で長さ 1.O-l.4mm、舷は中部より下の縁に 2-3

列あり、葉の中央より下にあってごく狭い。先端部は総状に裂回

け、透明細胞には膜壁があるが糸はない、ときに上部に膜皇室が

無い場合もある。

枝葉は卵状披針形で、長さ 1.0-1.Smm，先端はやや反り返

るが、ウロコミズゴケの様には大きく反歯しない。

枝葉背面中央の透明細胞先端に貫通する大きな楕円形の孔が

あるのはこの種の特徴で、先端以外にも楕円形や円形の孔があ

る場合が多い。

枝葉の透明細胞の腹面では上端や下端に貫通する大きな孔が

あり、接合孔や偽子しもある。

枝葉の断面で葉緑細胞は二等辺三角形～台形で背面に広く腹

面に狭く開く。

分布：北海道では産地は少なく点在して分布する、高層湿原

の縁や中関湿原等に生育し大きな群落は見られない。

スケッチ標本 阿寒郡鶴居村オンネナイ釧路湿原、海抜Sm、

No. 13。
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ミズゴケ科

（スギバミズゴケ節〕

り
Ps c茎の横断面， xl20

-13 

ィ、
Ulo枝葉背面上部， X240

ヒメミズゴケ Sphagnumflmbriatum Wils. ex J.Hook. 

低層湿原や中間湿原に生ずる繊細で大型のミズコ．ケ。淡緑色

～淡黄緑色で、軟らかいドーム状の大きな群落になることが多

茎は高さ 10-15cmで折れにくく、黄緑色、茎の横断面で

表皮細胞は 2-3層、表皮の表面には 0-2個の孔がある（通常

は 1個）。

茎葉は長さ l.O-l.2mm、舌形で中央より上では透明細胞に

は膜壁は無く、扇形に大きく広がり、総状に裂けるのはこの種

の特徴。茎葉の基部には広い舷があるが、中部よりよでは舷は

狭い。

枝葉は長さ 1.2-1.Smmで卵状披針形、深く凹んで先端は

反り返っている。枝葉背面の透明細胞には、縁に沿って貫通す

る大きな孔が並んでいる。枝葉綾面の透明細胞には、背面より

多少大きな孔が2列または 1列にならんでいる。

枝葉の検断面で葉緑細胞は台形で背面に広く開いている。

分布：全道に分布しイワノガリヤス群落の中で多く見られる。

スケッチ標本：事II路市山花公園、 i毎抜 30m、No.1795。



Ps c茎の横断面，×120

つ
Scs茎の表皮，×120

右は徒長した茎の
表皮

14一

Blc枝葉断面， x400



ミズゴケ科

（スギパミズゴク節）

Be校の表皮，×60

Ps c茎の横断面，×120 Sc s茎の表皮，×120

Uli枝葉腹面上部，×240

、手斗，r
Bbo枝葉背面中央部， x240

Blc枝葉断面， x400

チャミズゴケ Sphagnumfuscum (Schimp.) Klinggr. 

平地や高山帯の高層湿原で最も高層化が進んだ所の小凸状地

上に茶褐色の密で大きな群落をつくる繊細なミズゴケで、スギ

ゴケ等が混生することが多い。

茎は黒褐色で細く折れやすく、高さ 3-8cm，横断面で表皮

細胞は 3-4盾あり、薄膜透明で大きく、表面に孔は無い。

茎葉は長い舌形で長さ 0.8-1.0mm，透明細胞には糸は無く、

初め上部にも膜壁があるが、古くなると先端部は貫通してくる。

縁には狭い舷があり基部で広がっている。茎葉の先端は円く上

端は僅かに総状に裂けている。

枝葉lま披針形～長楕円状披針形で、長さ 0.8-1.3mm、先端

に 3-4歯がある。枝葉の透明細胞の背面には嚢通する 3子孔

と接合子しがあり、枝葉の上部で特に多い。枝葉の透明細胞の腹

面には孔はなく、葉縁近くに丸い偽孔がある。また葉縁近くに

は背腹両面を貫通する円い大きな孔があるが、中央部にはない。

枝葉断面で葉緑細胞は台形～三角形で腹函に広く開いている。

分布：全道の高層湿原の乾燥が進んだ所に生育するが空知や

石狩地方の高層湿原は開発により消滅しているので高山帯に、

道東や道北では平地の高層湿原で見られる。

スケッチ標本：阿寒郡鶴居村オンネナイ釧路湿原、海銭 Sm、

No. 14400 
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P全形，×1

Psc茎検断面， xl20
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Blc枝葉断面， x400

ミヤマミズゴケ Sphagnumm回。wiiW arnst. Syn. S. 

robustum (Warnst.) R凸11

外形はホソパミズゴケによく似て、亜高山帯や高山帯のやや

湿った高層湿原や、上方から常に水が供給される斜地等で見ら

れる中程度の大きさのミズゴケで、ホソパミズゴケより少ない。

あまり大きな群落にならず通常頭部または全体が紫紅色～淡

紅色に着色する場合が多いが全く着色が見られない群落もある。

茎は高さ 8-12cmで淡紅色または一部帯紅色、横断蘭で表

皮細胞は 2-3層、表皮細胞は長方形で上端に 0-1個の孔があ

る。

茎葉は舌形で先は門く、長さ l.2-l.4mm、透明細胞には先

端まで膜壁がある（似ているホソパミズゴケでは上方に膜壁が

なく貫通している）。茎葉の縁に狭い舷があり基部では広がる。

枝葉はやや螺旋状に 5列に付き卵状披針形で、長さ

l.1-l.3mm、先端は少し反り返る。枝葉中央の透明細胞の背

面には縁の厚い楕円形～円形の貫通する孔があり、透明細胞の

腹面には o－数個の円い大きな偽孔がある。枝葉上部の透明細

胞の腹面には破れた様な大きな貫通する子しがある。枝葉の断面

で葉緑細胞は腹碩に広く開いている。

分布：全道の高山帯のハイマツの下等に生育する種であるが、

釧路・根室地方では平地のアカエゾマツ林の縁等にも生育する。

スケッチ標本：斜里郡斜里町斜里岳、海抜 1250m、No.

2535。



Be校の表皮，×60

Psc茎の横断面，×120 Scs茎の表皮， xl20
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Blc枝葉断面， x400

ウスベニミズゴケ（アカミズゴケ） Sphagnum rubellum 

Wils. 

言層湿原のやや湿った小凸状地上やその側面等に生じ、

色～濃紫色に着色する小型で繊細なミズゴケで、あまり大きな

群落にならない。

茎は高さ 3-Scrn、茶褐色～紫紅色、茎の表皮細胞は長方形

で表面に子しはない。

茎葉は舌形で、長さ 0.9-1.2rnrnで円頭。縁の舷は狭く、

葉の上端近くに達し、下部で広がる。茎葉の透明細胞には背腹

両面とも膜壁があり、腹面に糸がなく背面には糸があって偽孔

が散在する場合もある。

枝葉は卵状披針形で長さ 0.8-1.0rnrn、先端に少数の歯があ

る。

枝葉透明細胞の背面には貫通しない 3子孔があり、葉の縁に

は貫通する孔が散在している。 枝葉の透明細胞の腹面には孔

はない。

枝葉断面で葉緑細胞は正三角形で腹面に広く開き、背面には

狭く開いている。

分布：全道の高層湿原で見られ、チャミズゴケが生育する高

層部の縁等に小さな群落をつくる、産地はチャミズゴケより少

ない。

スケッチ標本：阿寒郡鶴居村オンネナイ却II路湿原、 i毎抜 Sm、

No目 11。



ミズゴケ科

（スギパミズゴク節）

Sl茎葉，×60

Be校の表皮，×60

Psc茎の横断面， xl20 Sbs茎の表皮細胞， xl20

Sbo核実背面中央部， x240 Sbi枝葉腹面中央部，×240

ヒナミズゴケ（ワルンストルフミズゴケ） Sphagnu血

warnstorfii Russ. Syn. S.山 αmstoポanumReitz

高山の高層湿原に生ずる紅紫色を帯びた美しいミズゴケで、

緑色や淡黄色の個体でも一部に紅紫色の部分がある。

茎は高さ 3-Scmで淡黄色、表皮細胞は茎の断面で 3-4層、

表皮細胞は長方形で孔はない。

茎葉は舌形～二等辺三角形で長さ 1mm内外、舷は中央部で

4-5細胞列あり、下部では広がる。茎葉の透明細胞には膜壁

があるが糸と孔は無い。

枝葉は卵形、長さ 1mm弱。枝葉背面で中央より上の透明細

胞に、縁が厚くて明瞭にリングのあるように見える孔が接合面

や 3透明細胞の接合部付近にあるのはこの種の特徴で、他に

('= も偽孔が見られる。

枝葉腹面の透明細胞に貫通する孔はないが偽孔がある。

枝のレトルト細胞の首は長い。枝葉の横断面で葉緑細胞は二

等辺三角形で、腹面に広く開き背面にも達している。

分布：長野県や福島県に生育するミズゴケとされていたが、

1997年に松田氏が夕張岳で採集した。私も同地で採集した以

外見ていない。

スケッチ標本：夕張市夕張岳、 i毎抜 1430m、No31980 
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P全形，

x20 

Be校の表皮， X60

Asi茎柔と部腹面，〉く240Asa茎業上部背面，×

240 

｝ 一‘ Scs茎の表皮， x120 Scs茎の表皮I X120 

Psc茎の横断面， x120 （釧路湿原産） （赤岳奥ノ平産）

Blc枝葉断面， x400

スギパミズゴケ Sphagnumne皿。問U皿 Scop. Syn. S. 

cαtpillifolium (Ehrh.) Hedw., S. capillaceum (Weiss) Schrank 

高層湿原の小凸状地上の乾いた所に密に群落をつくるミズゴ

ケで、チャミズゴケの群落等に混生する場合もある。

茎は高さ S-8cm。外形は大型のウスベニミズゴケの様で濃

紅紫色に着色するものから緑色のものまであり、ゴレツミズゴ

ケの小型のものにも似て下垂枝の非常に長いものもある。茎は

淡紅紫色で表皮細胞は横断面で 2-3層、長方形で表面にまば

らに孔があるか孔がほとんど無いものまである。

茎葉は二等辺三角形～舌状三角形で、長さ l.O-l.3mm、先

端に 2-3個の歯がある。茎葉の透明細胞には全体に膜壁があ

り、中央部より上で糸と孔があるが、糸のみの場合もあり、し

ばしば茎葉が広卵形となり基部まで糸と孔があり枝葉に似る場

合もある。

枝葉は卵状披針形で、長さ l.O-l.2mm、枝葉透明細胞の背

面に3子孔と縁に沿って三ヶ月型の貫通しない孔がある。枝葉

腹面の透明細胞には糸のみがあり、まばらに偽孔がある。枝葉

腹面で縁に近い透明細胞には 1-4細胞子jまで貫通する大きな

孔が多数ある。

枝葉断面で葉緑細胞は二等辺三角形で腹聞に広く開き、背面

にも達する。

分布：大雪山系や道北・道東の高層湿原で見られ産地は少な

スケッチ標本：阿寒郡鶴居村オンネナイ釧路湿原、海抜 Sm、

No. 18。
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ミスゴケ科

（スギパミズゴク節〕

Be校の表皮， x60 

Psc茎の横断面， x120

Bl枝葉，×20

Scs茎の表皮細胞， x120

('' 

Ulo枝葉背面上部， X240 U!i枝葉腹面上部，×240

与戸9’
＂「 a” 必ず，'Tに 』F

Sbo枝葉背面中央部， x240 Sbi枝葉腹商中央部， x240

Blc枝葉横断面， x400

ゴレツミズゴケ Sphagnumquinquefarium (Lindb. ex 

Braithw.) Warnst. 

亜高山帯～高山帝のハイマツやアカエゾマツの林下、ときに

低地のアカエゾマツに密まれた高層湿原の周辺にも生育する。

一見ワラミズゴケに似た中程度の大きさのミズゴケで淡緑色、

一部分特に頭部が淡紫紅色に着色する。

茎は高さ 5-12cmで淡黄色～淡紅色、表皮細胞は横断面で

2-3層、表皮細胞は方形～長方形で通常は孔が無いが、上端

に孔がある細胞が僅かに混じる場合もある。

茎葉は舌状三角形で長さ 1.3-1.Smm、先端は細まり内側に

I 巻いている。茎葉の舷は上方では極く狭く下方では葉の幅の半

I 分程度まで広がる。茎葉の中部より上の透明細胞に、糸と小さ

い偽孔がある（茎葉の形のよく似るワラミズゴケでは糸も偽孔

も無い）。

枝葉は卵状披針形で、長さ 1目3-1.Smm、透明細胞の腹面に

孔は無く、透明細胞の背面に縁の厚い半月型～楕円形の接合孔

や 3子孔がある。枝葉の横断面で葉緑細胞は二等辺三角形、

腹面に広く開き背面にも達している。和名のように絞葉が校に

明瞭に s7Uに着く部分があるのはこの種の特徴。

分布：産地は極めて少なく、高山産のミズゴケなので大雪山

系・阿寒山系・知床山系・日高山系に分布するが、鈴木博士は

根室半島でも採集している。

スケッチ標本：様似郡様似町ピンネシリ山、海抜 800m、

No. 342lo 
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ミズゴケ科

（スギバミズゴク節）

-21 

Uli枝葉腹面上部，×240

コパノホソベリミズコケ Sphagnumjunghuhnianum 

Dozy et Molk. ssp. pseud。m。lie(Wamst.) H.Suzuki 

i竜の側などの水のしたたり落ちるような所に生ずる懸崖性の

大型のミズゴケで黄褐色。

茎は長さ 10-15cmで褐色、表皮締胞は長方形で子しは無く、

茎の横断面で表皮細胞は 3層。

茎葉は二等辺三角形で長さ l.2-l.6mm。茎葉の舷lま2-3

細胞列で、基部でも広がらず細べりになっていて、茎葉の先端

には数値の歯がある。薬葉の中央部よりょの透明細胞には糸と

孔がある。

枝葉は大きいもので 2.5mm以上あり、披針形で上部は細ま

りウロコミズゴケの様に内曲し、先はやや反り返っている。

枝葉中央の透明細胞の背面には縁の厚い接合孔や 3子孔が

あり、腹頭には孔は無い。

枝葉断面で葉緑細胞は二等辺三角形で腹面に広く、背面に僅

かに聞いている。

分布：暖かい地方に成育するミズゴケなので、北海道での採

集例はない。

スケッチ標本．服部植物研究所より次の標本を借用した。広

島県佐伯郡厳島、海抜 80m、鈴木兵二博士採集 NICH

1902650 



ミズゴケ科

（スギパミズゴク節〉

P全形，×1

Be校の表皮，×60

Psc茎の横断面，×120 Scs茎の表皮， xl20

一 22

グ

Ulo校葉背菌上部，×240 Uli枝葉腹面上部，×240

Sbo枝葉背面中央部， x240

ワラミズゴケ Sphagnum subfulvum Sjors Syn. S. 

subnitens auct. non Russ. et Warnst. ex Warnsi:., S. 

plumulosum auct. non R凸11

高層湿原の縁や中間湿原の地下水位の低くなった所等に生育

する、淡緑色～淡褐色～褐色になる中程度の大きさのミズゴケ

で、大きな群落になる場合もある。

茎は高さ 5-12cmで茶褐色～褐色、横断面で表皮細胞は

2-3層、表皮細胞は方形～長方形で、表面に孔は無い。

茎葉は二等辺三角形～舌状三角形で長さ l.2-l.4mm、先端

には数個の歯がある。

茎葉の縁には狭い舷があり、中部以下では中央部近くまで広

がっている。茎葉の上部の透明細胞には通常膜壁があって貫通

しないが、糸や孔がある場合もある。

枝葉は卵状披針形で長さ l.4-l.6mm。枝葉の透明細胞の背

面には三ヶ月形の偽孔があり、腹面には孔は無い。

枝葉断面で葉緑細胞は三角形で、腹面に広く開いている。

鈴木博士（1955）の文献で S.plumulosum (S. subnitens) 

にあてられていたものは同博士（1978）以降の文献では s.
subful山 mとなっているので，ここではそれに従った．

分布：全道に分布する種で高山帯より低地の中間湿原や高層

湿原の周辺等で多く見られる。

スケッチ標本：阿寒郡鶴居村オンネナイ釧路湿原，海抜 5m、
No. 120 



Sl茎業， x60

p 

Scs茎の表皮，× 120

23 

Uli枝葉腹面上部，辺40

Blc枝葉断面， x400

フサバミズゴケ Sphagnmllndbergii Schimp. ex Lindb. 

高山帯の湿原や湿岩上、平地の高層湿原の池塘の水中にも生

育する、淡褐色～淡黄色になる大裂のミズゴケで大きな群落に

なる場合もあるo

茎は高さ 10-lScmで茶褐色～黒褐色（ハリミズゴケ節で

茎が茶褐色～黒褐色になるのはこの種と次のコフサパミズゴケ

しかなく、他は全て淡緑色～緑色になる）、茎の表皮細胞は横

断面で 4-5層、表皮は長方形で表面に孔は無い。

茎薬は舌形で、長さ 1.1-1.3mm、先端はV字型に浅く裂け、

上部の透明細胞には背腹両面とも膜壁が無く大きな網目になる

のはこの種の特徴。葉縁に狭い舷があるが基部では全体に広が

っている。

枝葉は長さ 1.2-1.7mmで披針形、やや片側に歪んでいる

場合が多い。枝葉透明細胞の背面にはト2個の偽孔があり、

腹面の透明細胞にはト2個の偽孔と膜壁が薄くなった孔状に

見える半透の偽孔がある。枝葉断面で葉緑細胞は二等辺三角形

で、背面に広く開き、腹面には出ない。

分布：大雪山系・知床山系及び道東の平地の高層湿原にある

が生育地は極めて少ない。

スケッチ標本：厚岸郡厚岸町別空軍辺牛湿原、 i毎抜 4-Sm、

No. 4030。



ミズゴケ科
（ノ、リミズゴナ節〕

Be校の表皮細胞， X60

Ps c茎の横断面，×120

Ulo枝葉背面上部 X400 Uli枝葉渡面上部， X400

F関出枝と下垂校， X3

Scs茎の表皮細胞， xl20

Sbo校案背面中央部，×400

コフサパミズゴケ Sphagnumlenense H.Lindb目 exPohle

高山の高層湿原の水中に成育し黄褐色～茶褐色の密な群落を

作る小型のミズゴケで、側枝を密に出して一見チャミズゴケの

様に見える。

茎は高さ 2-4cmで婿褐色、十黄断面で表皮細胞は 3-4層、表

皮は長方形で表面に孔がない。

茎葉は舌形で長さ 0.6mm内外、中央部は U字形や V字形

に深く裂け粗い網目状になっているが上部の裂けていない部分

の透明細胞の膜壁は残っている（茎葉の形の似ているフサパミ

ズゴケでは茎葉の上半分の透明細胞に膜壁がない）。

枝葉は長さ 0.8-1.0mmで卵形、やや 5列性に枝につく。

枝葉透明細胞の背函には孔と偽孔があり、腹面の透明細胞には

孔はないが、膜壁が薄く半透明になった孔状に見える偽孔があ

る。

校禁断固で禁緑色細胞は三角形で、背面に広く腹面には狭く

開いている。

分布：カムチャツカ・カナダ・アラスカ等の周極地方に多い

種で、鈴木兵二博士はかつてサロベツ湿原で、私は大雪山のコ

ヌマスゲ Cαrexrotund日旬、ムセンスゲ Cαrexsqua庁OSα等

が群生する湿原で採集した。

スケッチ標本：上川郡東川町平ガ岳南側の湿原、 i毎抜

1720m、No.32440 
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Be校の表皮，
X6() 

Sl茎業， X60

Ps c茎の横断面， xl20 Sc s茎の表皮， Xl20

-25-

、.v.. ＼.，，，.尚、E~Ill 1‘I II - ,'/I ‘＂仏＿，
Sbo枝葉背面中央部，必40 Shi枝葉腹面中央部，泣40

包
Blc枝葉断面， x400

サケパミズゴケ Sphagnumriparium Angstr. 

要高山帯や高山手苦の中間湿原や平地の中間湿原等の常に水に

浸る様な所に生ずる、濃緑色の大型になるミズゴケで大きな群

落になる。

茎は高さ 7-12cmで濃緑色、折れやすく、茎の横断面で表

皮細胞は 3-4麗あるが、表皮細胞の分化が悪くて小さく，木

質部と表皮締胞との境は明瞭ではない。

茎葉は舌形で、長さ 1.3-1.Smm、縁にやや広い舷があり、

基部では中央部近くまで広がっている。茎葉の先端は広く裂け

ているが、透明細胞に膜壁があって貫通しないのはこの種の特

徴。

枝葉は長さ 1.2-2.2mmで披針形～卵状披針形、先端は急

に反り返っている。枝葉透明細胞の背面には円い孔と偽孔が少

数あり、葉縁の透明細胞の先端に大きな貫通する孔が縁から

5-7細胞列まである。枝葉透明細胞の腹面には明瞭又は不明

瞭な偽孔がまばらにある。

枝葉断面で葉緑細胞は台形～三角形で、背面に広く腹面には

狭く照いている。

分布：大雪山系や道北地方に多い穫で通常は水中に大きな純

群落を作るが道東の別寒辺牛湿原にも生育している。

スケッチ標本：目梨郡羅臼町羅臼湖畔、海抜 750m、No目

2395。



ミズゴケ科
（ハリミズゴナ節）

P全形，
XI. 

Be校の表皮， x60

Ps c茎の横断面， x120

As i茎業の先端部， x240

Sc s茎の表皮， xl20

26 

Uli枝葉背面先端部，×240

Sbi枝葉腹面中央部，×240

Blc枝葉断面， x400

ワタミズゴケ Sphag且U血 tenell祖国 Ehrh.ex Hoffm. Syn. 

S. molluscum Burch 

高山帯や亜高山帯の池塘の周辺等の水に浸るような所や、平

均の高層湿原にも生ずる黄緑色の小型で軟らかく、繊細なミズ

ゴケ、平坦で広く密な群落を作る。

茎は高さ 3-6cm、黄緑色で表皮細胞は横断面で 1-2層、表

皮は長方形で子しはない。

茎葉は長さ l.O-l.3mmで舌形、上部は深く僧鱈状に内側

に巻き円頭、先端に数個の歯があり、縁にある狭い舷は先端近

くまで達し、下部では広がっている。茎葉の透明細胞には糸が

あり偽孔がまばらにある。

関出枝でレトルト細胞の首が長く突出するのはこの穫の特徴

で、ハリミズゴケ節でレトルト細胞が突出するのはこの穫のみ。

枝葉は長さ l.O-l.3mm、長橋円状披針形で深く凹み、先端

に少数の歯がある。枝葉背面中央の透明細胞には大小 2種の

偽孔がまばらにある。枝葉腹面中央の透明細胞にも背面より少

ないが円い偽孔がまばらにある。

枝葉の断面で葉緑細胞は三角形～台形で背面に広く開く。

分布：多雪地に生育する種なので太平洋側には分布しない。

狩場山系・増毛山系・大雪山系に多く、開発前は石狩平野・空

知平野にもあったとされるが今はない。知床山系の一部にもあ

る。

スケッチ標本：目梨郡羅臼町羅臼湖畔、海抜 750m、No.

24210 



Ps c茎の横断面， xlZO Sc s茎の表皮， xlZO
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Sbo枝葉背面中央部，泌40 Shi枝葉腹面中央部，泌40

む
Blc枝葉断面， x400

サケパミズゴケ Sphagnumrip町 iumAngstr.

亜高山帯や高山帯の中間湿原や平地の中間湿原等の常に水に

浸る様な所に生ずる、濃緑色の大型になるミズゴケで大きな群

落になる。

茎は高さ 7-12cmで濃緑色、折れやすく、茎の横断面で表

皮細胞は 3-4層あるが、表皮細胞の分化が悪くて小さく，木

質部と表皮細胞との境は明瞭ではない。

茎葉は舌形で、長さ 1.3-1.Smm、縁にやや広い舷があり、

基部では中央部近くまで広がっている。茎葉の先端は広く裂け

ているが、透明細胞に膜壁があって貫通しないのはこの種の特

徴。

枝葉は長さ 1.2-2.2mmで披針形～卵状披針形、先端は急

に反り返っている。枝葉透明細胞の背面には円い孔と偽孔が少

数あり、葉縁の透明細胞の先端に大きな貫通する孔が縁から

5-7細胞列まである。枝葉透明細胞の腹面には明瞭又は不明

瞭な偽孔がまばらにある。

枝葉断面で葉緑細胞は台形～三角形で、背聞に広く腹面には

狭く開いている。

分布：大雪山系や道北地方に多い種で通常は水中に大きな純

群落を作るが道東の別寒辺牛湿原にも生育している。

スケッチ標本：目梨郡羅臼町羅臼湖畔、海抜 750m、No.

2395。



ミズゴケ科

（ハリミズゴク節）

Be校の表皮， X60

Ps c茎の横断面， x120 Sc s茎の表皮， x120

一、
~~~Jt佐え誕~

Blc枝葉断面， x400

ワタミズゴケ Sphagnu皿 tenellumEhrh. ex Hoffm. Syn. 

S. mollus叩 mBurch 

高山帯や亜高山帯の池場の周辺等の水に浸るような所や、平

地の高層湿原にも生ずる黄緑色の小型で軟らかく、繊細なミズ

ゴケ、平坦で広く密な群落を作る。

川！ 茎は高さ 3-6cm、黄緑色で表皮細胞は様断面で 1-2層、表

皮は長方形で孔はない。

トピ 茎葉lま長さ 1.0-1.3mmで舌形、上部は深く僧帽状に内但j

~\ に巻き円頭、先端に数個の歯があり、縁にある狭い舷は先端近

くまで達し、下部では広がっている。茎葉の透明細胞には糸が

あり偽孔がまばらにある。
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開出枝でレトルト紹胸の首が長く突出するのはこの穫の特徴

で、ハリミズゴケ節でレトルト細胞が突出するのはこの種のみ。

枝葉は長さ 1.0-1.3mm、長橋円状披針形で深く凹み、先端

に少数の歯がある。枝葉背面中央の透明細胞には大小 2f重の

偽孔がまばらにある。枝葉腹部中央の透明細胞にも背面より少

ないが円い偽孔がまばらにある。

枝葉の断面で葉緑級胞は三角形～台形で背面に広く開く。

分布：多雪地に生育する種なので太平洋側には分布しない。

狩場山系・増毛山系・大雪山系に多く、開発前は石狩平野・空

知平野にもあったとされるが今はない。知床山系の一部にもあ

る。

スケッチ糠本：目梨郡羅臼町羅臼湖畔、海抜 750m、No.

24210 



ミスゴケ科
（ノ、リミズゴケ節〉

P全形， xl

Ps c茎横断面， xl20 Scs茎の表皮， Xl20
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Shi関出核実腹面， x240

Blc枝葉断面， x400

ハリミズゴケ Sphagnumcuspldatum Ehrh. ex Hoffm. 

中間湿原や高層湿原の貧栄養の池塘や地下水位の高い所に生

育する沈水生のミズゴケで緑色～黄緑色～白緑色、小型から大

型になるものまである。

茎は長さ 5-25cmで淡緑色～緑色。茎の表皮細胞は街頭で

2-3層、木質部との境界はやや明瞭。

茎葉は二等辺三角形で長さ 1.5-1.Smm、先端はとがり数個

の歯がある。 舷は主主部で広がっているが上部では狭くなって

いる。茎葉の上半分の透明細胞の背面に糸があり、偽孔がまば

らにある場合もある。

枝葉はやや鎌状に曲がる披針形で、長さ 1.6-2目0mm、先端

には数個の歯がある。枝葉の透明細胞の背面にほとんど孔はな

いか、ときに小さな偽孔がある。腹函の透明細胞には偽孔と不

明瞭な孔がまばらにある（シナノミズゴケの様に、縁に多数の

孔が並ぶことはない）。

枝葉断面で葉緑細胞は台形で、腹面に狭く背面に広く開いて

いる。

分布：全道に分布する種であるが、貧栄養の水中に生育する

種なので平地では少ない。現在は大雪山系・知床山系・増毛山

系・ニセコ山系等に生育している。

スケッチ標本：呂梨郡羅臼町羅臼湖畔湿原、海銭

710-730皿、 No.3734。



ミズゴケ科
（ノ、リミズゴク節〉

Be校の表皮，×60 Aso茎棄の先端部， x120

Ps c茎横断面，×120 Sc s茎の表皮， xl20

Phi下垂枝葉腹面中央， x240 Shi開出枝葉腹面中央， x240

シナノミズゴケ Sphagnumjensenii H.Lindb. 

高地の湿原のやや貧栄養の池塘の水中に生ずる淡褐色～緑褐

色～黄褐色のミズゴケで、水中に漂っている場合が多い。

茎は長さ 8-12cmで淡褐色～褐色、表皮は長方形でやや分

イじするが、木質部との境は明瞭でない。

茎葉は長さ 1.6-2.0mmで二等辺三角形、先端はハリミズ

ゴケの様にとがらず、数債の歯があるか総状に裂けている。茎

築上部の透明細胞の背面に糸と偽孔がある。

関出枝の葉は狭披針形で一方にやや曲がり、長さ

1.6-2.Smm、先は次第に細くとがり微歯に終わる。枝葉の透

明細胞の背面に縁のやや明瞭な孔があり、腹面には貫通する孔

が透明細胞の縁に並び（似ているハリミズゴケに比較して孔は

多い）偽孔がまばらにある。

枝葉の断面で葉緑細胞は二等辺三角形で、背面に広く開き背

面に達している。

分布：北海道では大雪山系の一部と石狩平野の一部にあるが

生育地は極めて少ない。

スケッチ標本：上川郡上川町浮島ケ原湿原、海抜 870m、

No. 3213。
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ミズゴケ手ヰ
（ノ、リミズゴク節〉

Ps c茎の横断面， Xl20 Scs茎の表皮，×120

/'J Ill,--〆1k~『時＇＂＇＇＇cf

Phi下垂校の茶腹w中央 x240 Shi閥的校の業腹面中央，×240

Sbo開出校の葉背面中央， x240

Blc枝葉断面． x400 

サンカクミズゴケ Sphagnumfallax Klinggr. Syn. S. 

recur山 mP.Beauv., S.αipiculαtum H.Lindb. 
高地や平地にある高層湿原の池塘の周辺や中間湿原のムジナ

スゲ群落の中等の常に水に浸る所に生ずる淡黄色～黄緑色の中

型～大型のミズゴケで密に群生する。

茎は高さ 8-lScmで糞褐色～淡黄色，横断面で表皮級胞と

木質部との境は明瞭でない、表皮細胞は長い長方形で表面に孔

はない。

茎葉は長さ 0.8-1.0mmで正三角形、通常先が鋭くとがる

のはこの種の特徴で、先端が内側に巻き微歯がある場合もある。

茎葉の縁の舷はやや広く、基部では全体に広がり、中央部近く

に達する。茎葉の透明細胞背面に通常糸は無いがときに糸が残

っている場合もある。

開出枝の葉は長さ 1.0-1.4mmで卵状披針形、乾燥標本で

は葉の縁は波打ち葉先は強く捲れており、中央部の透明細胞の

先端に小さい子しがある。

下垂枝葉中央の透明細胞の腹面には円形～半月形の偽子しがあ

る。

枝葉断面で葉緑細胞は正三角形～二等辺三角形で背面に広く

開くが腹留には出ない。

分布：全道に分布し道南、道央では高地に、道北、道東では

平地にも生育している。

スケッチ標本：阿寒郡鶴居村オンネナイ釧路湿原、海抜 Sm、

No. 2818、小樽市赤岩、 i毎抜 100m、No.29440 
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ミズゴケ科
（ノ、ワミズゴク節）

「ーー・

I 

Be校の表皮，
x60 

~Dx~Pb下
Pb下垂枝の業，×20

Ps c茎横断面，×120

Bl開出校の葉，

x20 

Pbi下黍枝葉腹菌，×240 Sbi関出枝葉腹面，×240

Pbo下垂枝葉背面，×240 Sbo関出核実背面，×240

コサンカクミズゴケ Sphagnumangustifolium (C.Jens. 

ex Russ.) C.Jens. Syn. S. recurvum var. tenue Klinggr. 

アカエゾマツの林床や高層湿原のヨシ等の繁るやや日陰で、

地下水位の低い所に生ずる中程度の大きさのミズゴケで、外形

はサンカクミズゴケによく似て淡黄色～黄緑色で群生する。

茎は高さ 8-12cmで淡黄色、表皮細胞は分イじせず、木質部

との境は明瞭でない。

~葉は長さ 0.5-0.7mm で三角形、サンカクミズゴケに似

るが先端はサンカクミズゴケ程鋭頭でなく、舷もサンカクミズ

ゴケ程広がらず、中部で葉の編の半分程度にとどまる。

関出枝の葉lま長さ 1.3-1.Smmで披針形、乾燥すると縁は

波打ち葉先は反り返る。下垂枝の葉は関出枝の葉より小さく、

長さ 0.8-l.2mm、狭卵形～広卵形。関出枝葉の透明細胞の糸

及び孔は、サンカクミズゴケによく似るが、下垂枝葉透明細胞

の背面の上端に大きな貫通する孔があるのはこの種の特徴（孔

は卵形ゃくびれのある卵形になり 3透明細胞の接合点近くに達

する）。

枝葉の断面で葉緑細胞は二等辺三角形、背面に広く開き、腹

面に達する。

分布：道東や道北に多く見られる種で高山帯には生育せず産

地は少ない。

スケッチ標本：厚岸郡厚岸町上尾幌、海抜 35m、No.2984。
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ミズゴケ科
（ノ、ワミズゴク節〉

Sc S茎の表皮， x120

，，.（＂＇－.／＂＼ … 
Phi下霊校の王書腹mi中失’ x240 Shi関出枝の葉腹菌中央，×240

Blc校棄の断面， x400

アオモリミズゴケ Sphagnumflexu。四回 Dozyet Molk. 

Syn. S.αmblyphyllum (Russ.) Zick., S. recur山 mvar. 

αmblyphyllum (Russ.) Wamst. 

高層湿原の池猪の周辺や中間湿原の常に水に浸る所にはえる

淡緑色～淡黄緑色の中型～大型のミズゴケで、外形はサンカク

ミズコケやコサンカクミズゴケに似る。

茎は高さ 8-lScmで淡黄緑色、横断面で表皮細胞は 1-2層

あり、木質部との境界は明瞭でない。茎の表皮細胞は長方形で

表面に孔はない。

茎葉は長さ 0.7-l.3mm、卵状三角形で先端部は僅かに総状

に裂けている。葉縁の舷は狭く先端近くに達し、基部では広が

るが葉の中部より上では広がらない。

開出枝の葉lま長さ l.3-l.6mmで卵状披針形、透明細胞に

は背腹両国とも貫通する子しが少数ある。

下垂枝葉中央の透明細胞の背面で、先端にやや大きく貫通す

る門い孔があるがコサンカクミズゴケの様に大きくはない。

枝葉の横断面で葉緑細胞は三角形で、背面に広く開き、腹立百

に達している。

分布：全道にありサンカクミズゴケと同じような分布をする

が地下水位のより高い所に生育するので住み分けている。

スケッチ標本：阿寒郡鶴居村オンネナイ劃II路湿原、 i毎抜 Sm、

No. 20。
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ミズコeケ科

（ノ、リミズゴク節）

As i茎業腹面の先端部， x120

Psc茎の横断面， xl20 Sc s茎の表皮，×120

Shi開出校の葉腹面中央， x240

Sbo開出校の葉背面中央，×240

Bl＜＞伎業の断面，×400

ウツクシミズゴケ Sphagnumpulchrum (Lindb.) Warnst. 

平地や高地の高層湿原の周辺等の常に水に浸る様な所に生育

する、汚緑色～黄緑色～貧褐色の大型～中型のミズゴケで、大

きな群落になることが多い。

茎lま高さ 8-15cmで黄緑色～黄褐色、表皮細胞は余り分化

せず、木質部との墳は明瞭でない。菜の表皮は長い長方形で表

面に孔は無い。

茎葉は長さ 0.7-0.9mmで舌状三角形、縁の舷はほぼ先端

に達し、先端部には微歯があってアオモリミズゴケより狭い。

茎薬の透明細胞には全体に膜壁があって糸や孔は無い。

関出校の葉は長さ 1.2-1.4mm、卵状披針形で枝に 5列につ

くことが多く、乾燥すると葉の縁は波打ち葉先は反り返る。

下垂枝の葉は長さ 0.7-0.9mmで、似ているアオモリミズ

ゴケに比較して急に先がとがる。下垂枝葉背蘭の透明細胞の先

端に貫通する小さい孔があり、腹面には偽子しがまばらにある。

枝葉の断頭で葉緑細胞はほぼ正三角形で、背面に広く凋き、

腹薗には出ず、透明細胞の中間程度までにしか達しないのはこ

の穫の特徴。

分布：道央・道北・大雪山系及び道東の一部に生育するが産

地は少ない。

スケッチ標本：上川郡東川町沼の平、海抜 1430m、No.

2061。
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ミズゴケ科
〈ノ、リミズゴク節）

Ps c茎の断面， xl20

マルパミズゴケ Sphagnu回。btusumWarnst. 

平地や高山の高層湿原や中間湿原の水中に生ずる大型のミズ

ゴケで、黄緑色～汚緑色の大きな群落をつくる。

茎lま高さ 10-lScmで淡黄色～黄褐色、表皮細胞は横断面

で2-3層あり、表皮は長い長方形で孔は無い。

茎葉は長さ 1.0-1.lmmで舌形、先端は切形で総状に裂け

て、先端部の透明細胞のうちト3細胞列まで膜壁がなく貫通

しており、それより下の透明細胞にはすべて膜壁がある。茎葉

の縁には狭い舷があり，茎葉の中部より下では中央に向かつて

舷が広がっている。

枝葉は大きく長さ l.5-2.3mmで卵状披針形、乾燥すると

葉先は反り返える。枝葉を強く染めて透明細胞を検銭すると、

背腹両面ともに透明細胞の縁に沿って、細胞壁が簿くなってい

る為に見える小さい縁のない偽孔が並んでいるのはこの援の特

徴で、他に 1-2個の縁のある偽孔もある。

枝葉断面で葉緑細胞は台形、背面に広く開き、腹面にも狭く

開いている。

分布：北海道での産地は少なく、大雪山系の一部・道北・道

東に生育する。

スケッチ襟本：阿寒郡鶴居村オンネナイ郵II路湿原、海抜 Sm、

No. 7o 
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ミズゴケ科
（ハリミズゴナ節）

Sl茎葉， x60

P全先手， xl

Ps c茎横断面， x120

:th、
Ulo関出枝葉背面上部， x240 Uli開出枝葉腹面上部， x240

S. dusenii C. Jens. ex Russ. et Warnst. 

高層湿原や中間湿原の湖沼や池腐の水中に生ずる、濃緑色～

黄緑色の大型のミズゴケで大きな群落を作り、下部では枝や枝

葉が脱落していることが多い。

茎は高さ 10-lScmで黄緑色、横断面の表皮細胞は 1-3層。

木質部との境は明瞭でないが、表皮が単層の場合はやや明瞭に

なる。

茎葉lま長さ l.O-l.2mmで舌形、先端部は円頭で、先端部

まで透明細胞の膜壁が残っている（似ているマルパミズゴケで

は先端部の透明細胞に膜壁が無く貫通している）、茎葉の舷は

中央部で幅の半分程度まで広がるのはこの穫の特徴。

枝葉は長さ 2.2-2.6mmと大きく卵状披針形。透明細胞は

線形で、揺が狭いのもこの穫の特徴で、葉緑細胞の幅とほぼ同

じか緑色細胞の幅の 2倍を超えない。枝葉の透明細胞の背函

で、先端や縁に小さい孔があり、特に葉の下部よりも上部で多

く見られる（透明細胞の孔の数は変異が大きく、多くの孔があ

るものから殆ど無いものまである）。

枝葉断蘭で緑色細胞は台形で、背腹両国に開くが、僅かに背

面に広く関く。

分布：北海道では道東・道北・大雪山系及び空知平野に生育

Sc s茎の表皮細胞， xl2C していたが空知では水質の変イじで絶滅していると思われる。
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スケッチ標本：阿寒郡鶴居村オンネナイ劃I/路湿原、海抜 Sm、

No.244。



ミズゴケ科
〔ノ、リミズゴク節〉

Ulo枝葉背面上部，×240

Bl枝葉， xzo

Be校の表皮， X60

イ
Psc茎横断面， Xl20 Sc s茎の表皮細胞， xl20
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ミズゴケ科

（ユガミミズゴク節〕

校を出ナ型

校を出さ

左い型

Be校の表皮，×120

Ps c茎の横断面，×120

Bl枝葉， X20

Sc s茎の表皮，×120

一36

Slo茎葉背面中央， x400 Sli茎業腹面中央， x400

コパノミズゴケ Sphagnumcalymmat。phyllumWarnst. 
et Card. 

外形は単純な形のガッサンミズゴケに似ている。側枝を不規

則に出すタイプと出さないタイプがあり、質はガッサンミズゴ

ケに比較して硬い。

茎lま長さ 2-3cmで褐色、茎の表皮細胞は単層、表皮は長方

形で表皮の上端に不明瞭な子しがある。

茎葉と枝葉は長さ 1.5-2.Smmでほぼ同形、楕円形～広楕

円形で深く凹む。

枝葉lま茎葉よりやや大きいが不ぞろいである。茎葉・枝葉と

もに透明細胞の縁に、縁の厚い大きな孔が連続して並び、腹面

の透明細胞の縁に偽孔が混じる。枝葉の街頭で葉緑細胞は樽形

で背腹両面に開いている。

分布：山形県の月山の湿地で探集されたミズゴケで湿った腐

植土上を旬旬するという。北海道での採集記録は無い。

スケッチ標本．山形県月山、 i毎抜 1800m、S.Ono係集

NICH 190557。



ミズゴケ科

（ユガミミズゴク節〕

Sbo枝葉背面， X400 Shi枝葉腹面， X400

P全形， Xl

As i茎業先端， x400

Ps c茎横断面， Xl20

ガッサンミズゴケ

Sli茎業腹面， x400

ガッサンミズゴケ Sphagnumguwassanenae Warnst. 

高山帯の湿原の池塘等の水中にはえるミズゴケで、関出枝と

下垂枝の区別が無く、枝を出す場合と出さない場合がある。

茎業・枝葉とも卵形～広卵形で、茎葉iま長さ 1.4-1.Smm、

枝葉lま長さ 1.0-1.lmm。舷lま茎薬・枝葉ともに 1-2細胞列

で、基部でも広くならない。

茎葉の透明細胞の背面で接合面に、縁の厚い大きな孔が連続円、，r 司..， IL...一』aI －一一一 v 、 「『，

Sli茎茶腹面， x400 して並ぷ。

枝葉背面の孔は縁が淳くない。

イトミズ ゴケ この穫には次の2亜種がある。

ーーーーーーーー一ーーー一一ーーーーー一一ー一一 イトミズゴケ ssp.takedae (Okam.) H.Suzuk1 

この種は長野県霧ケ峰に産し、｛凹j枝を余り出さず、茎葉は長

さ2.5-3.0mm、校葉は長さ 1.0-2.Smmと大きい。

ミツアナミズゴケ ssp.triserip。m皿 H.Suzuki

青森県の八甲田山に産し、透明細胞の接合面の孔はガツサン

ミズゴケと同じであるが、透明細胞の中央にも子しを生じ、 3個

の孔が並んでいる部分がある。

スケッチ標本：ガッサンミズゴケ、山形県月山御回ケ原湿原、

i毎抜 1420m、鈴木兵二博士採集 NICH1903310イトミズゴ

ムuわwぬV~-<JI －＇~弘SJJ.< H ..111 ケ、長野県霧ケ蜂八島ケ原湿原、海抜 1650m、鈴木兵二博士

Slo茎葉背面， x400 Sli茎業腹面， x400 採集 NICH190335。ミツアナミズゴケ、青森県八甲田山横

沼、海抜 1120m、鈴木兵二惇士採集 NICH190340。

ミツアナミズゴケ
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ミズゴケ科
（ユガミミズゴク節〕

P全形 ×1 

Asi茎棄の先端付近腹面，×240

Ps c茎断面， Xl20 Scs茎の表皮細胞， xl20
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ユガミミズゴケ Sphagnumaubsecundum Nees ex Sturm 

中間湿原のムジナスゲ群落の中や高層湿原の地下水位が高く、

水に浸るような所に生じ、黄緑色～黄褐色になる中程度の大き

さのミズゴケ。秋には上部が茶褐色に着色する。

茎は高さ 8-12cm、淡褐色～茶褐色～黒褐色で硬く、表皮

細胞は績断面で 1層（1部2層になる部分があっても全周囲

が2層になることはない）、表皮細胞に孔がない。

茎葉は舌形で、長さ 0.7-0.9mm、舷は 3-4細胞列で先端

近くまであって狭い。茎葉の先端部は総状に裂け、茎葉の背面

で透明細胞に膜壁があり、先端部腹面の透明細胞には大きな孔

がある。

枝葉は長さ 1.0-1.Smm、広卵形で深く凹み、片側に著しく

歪んでいる。枝葉の透明細胞で背面の縁に、縁の厚い大きな孔

が連続または断続して並んでいる。腹立言の透明級胞には孔はな

く，しばしば偽孔が見られる。

枝葉の断面で葉緑細胞は樽型になり背腹荷面に開くが腹面の

方に僅かに広く開く。

分布：全道に分布するが温帯要素のミズゴケなので高山より

平地に多く道北や道東の湿原で多く見られる。

スケッチ標本 阿寒郡鶴居村オンネナイ事｜！路湿原、海抜 Sm、

No. 8。



ミスゴケ科
〔ユガミミズゴケ節〕

Be校の表皮， x60

Psc茎の横断面，×120 Sc s茎の表皮細胞，×120
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ミズコ”ケ科

P全形，×1

Asi茎業先端付近の腹面，
×240 

Be校の表皮， x60

Ps c茎の横断面， xl20 Sc s茎の表皮，×120

Blc校禁断面， x400

も同様の孔があるが背面より少ない。

枝葉断面で薬緑細胞は樽型で背腹両面に開いている。

分布：北海道の留有種とされ太平洋岸の要素で、胆振・十

勝。ii路・根室地方の海岸近くの湿原に分布する。

スケッチ標本：阿寒郡鶴居村オンネナイ甜ii路湿原、海抜 Sm、

No. 21220 
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ミズゴケ科
（ユガミミズゴケ節）

Bl枝葉，×20

Be校の表皮， x60

Scs茎の表皮細胞，×120
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Sbi枝葉腹面中央，×.400

Blc枝葉の断面，×.400

コアナミズゴケ Sphagnum皿icrop。rumWarnst. ex Card. 

本州の低地や低山地の常に水に浸る水溜りやその水辺に生ず

る濃緑色～淡緑色のミズゴケで中国や韓国にも産するという。

茎l立高さ 8-12cmで黄緑色、表皮細胞は横断面で 1層、木

質部との境は明様である。

茎葉は舌形で、長さ 0.8-1.4mm、縁に狭い舷がある（外形

の似ているクシロミズゴケやシタミズゴケでは舷は茎葉の中部

や下部で広がる）、また茎葉腹面上部、 1/4より上の透明細胞

に糸と孔がある（茎葉の形の似ているユガミミズゴケでは糸と

孔は上端に限られる）。

枝葉は長さ 1.5-1.9mmで卵形、鎌状に片方に著しく曲が

り背爾中央の透明細胞には糸があり、貫通する小さい孔が透明

細胞の縁に沿って並んでおるが、孔の数には変化がある。

枝葉の断面で葉緑細胞は樽型、背腹両面に開いている。

分布：本州の低地や低山地に産するミズゴケで、北海道での

採集記録としては滝田（1982）があるが、標本の再検討の結

果コアナミズゴケとして報告した標本はクシロミズゴケであっ

た。

スケッチ標本：広島県庄原郡七飯原、海抜310m、鈴木兵

二博士採集 NICH190341。



ミズゴケ科

（ユガミミズゴク節〕

P全形，×1

Be校の表皮， x60

Psc茎の断面，×120 Scs茎の表皮， xl20

Blc枝葉断面， x400

シタミズゴケ Sphagnumsubobesum Warnst. 

平地の低層湿原や中間湿原の常に水に浸るような所に群生す

る黄緑色～白緑色のやや大型のミズゴケ。

茎は高さ 10-15cmで黄褐色～赤褐色、茎の横断面で表皮

細胞は単層、表皮は長方形で表面に孔は無い。

菜葉lま舌形で長さ 0.8-l.4mm、先端は円く、舷は狭く先端

近くまで達し、中央部で広がっている。茎葉上部の透明細胞の

腹留に糸と貫通する子しがあるが背面には孔がない。

枝葉は長さ 1.6-2.0mmと大きく、卵形～広卵形で深く回

み、他のユガミミズゴケ節の種の様に強く歪むことはないのは

この種の特徴。

枝葉を背面から検鏡すると、透明細胞の縁に、縁の厚い孔や

｜縁のない孔が断続して並び、偽子L糸もある。枝葉腹面の透明細

J胞の縁にも少数の孔がある。

枝葉の断面で葉緑細胞は樽型で背腹両面に開いている。

分布：低地に生育するミズゴケで道東・道南の太平洋側、サ

ロベツ湿原、石狩・空知の湿原でも採集されている。

スケッチ標本 阿寒郡鶴居村オンネナイ釧路湿原、海抜 Sm、

No. 2400 
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Bl枝葉，×20

宮、4

Sbi枝葉腹函中央，
x400 

f票本：アメリカ ニュージャージー， C.F. Austin, NICH 391461 ) 

Sbo枝葉背面中央，×400

Sbo枝葉背面中央， Sbi枝葉腹面中央，
x400 ×400 

（標本：グリーYランド， 59°54'N, 43° 43’W K. Holmen, 

NICH 280705〕

枝葉の長さ 1.4-2.2mm、透明細般の糸や孔は変化が大きく

背面で縁の厚い孔や縁の薄い孔が透明細胞の縁に沿って並ぶこ

とがあるが、まばらにある場合もあり、偽孔が混じる場合もあ

る。

枝葉腹面の透明細胞では孔を欠く場合も多く、縁に沿って偽

孔が並ぶ場合もある。

分布：日本では 1954年に鈴木兵二博士が岩見沢市でウツク

シミズゴケと混生するものを採集しているが私は採集していな

い。

スケッチ標本：アメリ力、 NewJersey、C.F. Austin探集

NICH 391461；グリーンランド、 Itivdleq、KjeldHolmen採

集 NICH2807050 

ヒロハミズゴケ Sphagnumplatyphyllum (Sul!. ex 

Lindb.) Warnst. 

水に浸る中間湿原等にはえる、自緑色～黄褐色のミズゴケで

環境による変化は大きい種であるという。

茎は高さ 3-lOcmで淡褐色、枝は 1-3個で下垂枝は偉く短

かく、時に下垂枝を欠く場合もある。特に枝の少ないタイプは

ガッサンミズゴケに外形が似ている。

表皮は 2層で時に 1-3層、表皮の上端に孔があることが多

い。

茎葉は大きく、長さ 1.2-2.3mmで深く凶み、楕円形にな

るのはこの種の特徴（他のユガミミズゴケ節の種では茎葉は舌

形M 舌状三角形になる）。茎葉の上部の 80-90%に、枝葉の透

明細胞と同じように糸があるのもこの種の特徴。
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N. 北海道産のミズゴクの変f子三こいて

Sl×50 Sbo×200 

フナガタミズゴケ S.imbrioatum 

Sl×50 Sbo×200 

イボミズゴケ S.pap11Josum 

フナガタミズゴケ S.imbricatum Hornsch. ex Russ. 

湿原でミズゴケ節の中からフナガタミズゴケを識別するこ

とは難しい。一般には小凸状地の基部に小群落を作ることが

多く、また高層湿原の縁のサギスゲ群落などの小凸状地の上

部に群生することもある。

頭部の色は楕緑色～黄褐色でミズゴケ節の種としては小さ

い。枝葉を染色して腹面に焦点を合わせると、葉緑細胞の縁

に、櫛の歯状の突起が多く見られる。

ときに突起が非常に少ない偶体もあるので、その場合は枝

葉断面の葉緑細胞の形が三角形になることを確認して同定す

る。

写真標本.No. 3178、厚岸町別寒辺牛湿原。

Sb i×200 

イボミズゴケ S.papillosum Lindb. 

高層湿原で普通に見られるミズゴケで、小凸状地上や池婿

の縁等に大きな群落をつくる、頭部の色は緑色～黄緑色～褐

色、枝の先は鈍頭になる。

枝葉を染色して検鏡すると、葉緑細胞は暗く、表面に無数

のパピラがあるので見分けやすい。

写真標本.No. 3487、月形町月ケ湖湿原。

［染色液］ミズゴケはフクシンやサフラニンで染色して検鏡

する。染色液は無水のエタノールにフクシンまたはサフラニ

ンの結晶を加えて飽和溶液を作り、水で 2～3倍に薄めて使

用する。
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Sl×50 Sbo×200 Sb i×200 

ムラサキミズゴケ S.magellanicum 

Sl×50 Sbo×200 Sb i×200 

オオミズゴケ S.palustre 

ムラサキミズゴケ S.magellanicumn Brid. 

高層湿原の小凸状地上から低層湿原のイワノガリヤス群落

の中にも生ずる大型のミズゴケ。通常頭部はやや汚れた紅紫

色に着色するので野外でも識別できる場合が多い。

しかし、群落によっては秋になっても紅色を帯びずオオミ

ズゴケと区別しにくい場合もある。その場合は枝葉の横断面

で、葉緑細胞の形が楕円形で、透明細胞の中に含まれて中央

に位置することを確認して同定する。

写真標本： No.3185、標茶町糖路湖畔湿原。
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オオミズゴケ S.palustre L. 

山地の湿地から低層湿原のイワノガリヤス群落の中や高層

湿原の周辺にも生ずる大型のミズゴケ。頭部の色は自緑色～

黄緑色～茶褐色で淡紅色を帯びる場合もあるが、ムラサキミ

ズゴケの様に濃紅色になることはない。

枝は長く、先が次第に細まってとがり、典型的な個体では

野外でも識別できる。

典型的でない場合はミズゴケ節の他の種と混同されるので、

枝葉の横断面で確認する必要がある。

写真標本.No. 3583、浜中町霧多布i湿原。



Sl×50 
Sbo×200 Sb i×200 

ウロコミズゴケ S.squarrosum 

Sl×50 

ホソミズゴケ S.teres 

ウロコミズコケ S.squarrosum Crome 

分布の広いミズゴケで、森林下の湿地や低層湿原の水に浸

るような所に群生する、淡緑色～黄緑色の大型のミズゴケ。

枝葉の先端は著しく反り返り、枝がささくれて見えるので、

野外でも容易に識別できる。

ウロコミズゴケ節の種の茎葉は、長さ 1.5～2.0mmと大き

く、舷は極めて狭い。ウロコミズゴケの茎葉の舷は茎葉の基

部に限られる。

写真標本： No.3586、標茶町婿路湖西側の湿原。

Sbo×200 Sb i×200 

46 

ホソミズゴケ S.teres (Schimp.) Angstr. ex C.Hartm. 

中間湿原の水に浸るような所に生ずる中程度の大きさの硬

いミズゴケ。枝葉の先は僅かに反曲する。

色は黄緑色～淡褐色で時に緑色、一見ワラミズゴケに似る

が枝はほっそりして、ワラミズゴケのような密集する群落に

ならない。

茎葉の舷は極めて狭く、検鏡すると茎葉の中部から先端近

くまで伸びている。

写真標本： No.2943、別海町茨散湿原。



Sl×50 
-, ，＿.，冒 i

Sbo×200 Sb i×200 
キダチミズゴケ S.compactum 

一一－ .. J{' 
ヒメミズゴケ S.fimhriatum Sbo×200 Sb i×200 

キダチミズゴケ S.compactum DC. ex Lam. et DC. 

高山帯・亜高山帯の雪田等に生ずる中盤のミズゴケで、淡

黄色～淡褐色の密で広い群落になる。

外形はミズゴケ節に似るが、枝葉ほとんど上向きに着くの

で、野外で見ると枝先は密に敷き詰めた光沢のない粒の様に

見える。

茎葉は舌形で小さい。枝葉背面を検鏡すると、透明細胞の

表頭に、葉緑細胞から張り出した膜壁が、菜緑細胞の縁に沿

って並んで見えるのでこの種と識別できる。

写真標本： No.3253、大雪山平ケ岳の湿原。
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ヒメミズゴケ S.fimhriatum Wils. ex J.Hook. 

中間湿原や高層湿原の周辺部等に、半球形の大きな軟らか

い群落を作る。茎は緑色で細く、枝も締いので、全体として

繊細に見える。

頭部の色は淡緑色～淡黄緑色。

茎葉を茎からはずして染色し、検鏡すると写真の様に、上

縁の大部分が扇状に裂けて、膜が無いので、容易にこの種と

識別できる。

写真標本： No.1759、銀ii路市山花の湿原。
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ホソパミズゴケ S.girgensohnii 

Sl×50 

写真標本：No.2717，藻琴山

'・¥ ilY i 

邸内oo・(Tr:#l.（主主f）~～ ---~ －十41鞍 -i,..Sbi×200

ホソパミズゴケ S.girgensohnii 写真標本：No.2776，へlレプナイ林道
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Sl×50 

ミヤマミズゴケ S.russowii 
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--・sb i×200 

写真標本：No.2436，永山岳

－－－’Sb i×200 -
写真標本： No.2842，上士暁町 14の沢

ホソパミズゴケ

S. girgensohniiRuss. 

低地の針葉樹林下や高山

帯のハイマツ林下などに

』百＿s1×50 生育する森林生の中型の

種で、大きな群落をつくる。時に針葉樹に固まれた高層湿原

の縁にも生育することがある。

頭部の色は低地では淡緑色、高山帯では茶褐色になる。

茎の表皮細胞に必ず 1～2個の孔があり、茎葉の上部の透

明細胞には膜が無く貫通しているが、扇型に広がることはな

ミヤマミズゴケ S.russowiiWarnst. 

低地や高山帯の高層湿原等に生ずる中型の種で、大きな群

落にならない。頭部は通常淡紅色に着色するが、枝や茎の一

部のみ着色したり、時にまったく着色しない場合もある。

茎葉lま舌形で、通常先端は円く、膜があって貫通しないが、

巌上部のみ貫通する場合もある。

茎の表皮細胞には通常 1個の孔が上端近くにあるが、非常

に少ない個体もある（斜里岳の標本等）。

着色しない場合はホソパミズゴケと混同され易いので、表

皮の孔、枝や茎の着色、茎葉上端の透明細胞の膜の有無など

を調べて同定する。
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81×50 

81×50 

81×50 

Sbo×200 
チャミズゴケ S.fuscum 

Sbo×200 

ウスベニミズゴケ S.rubellum 

－－~酔 _ .Jj..j 

Sbo×200 

ヒナミズゴケ S.wan1storfii 

-50-

写真標本：No.2849,iii路湿原

写真標本： No.11，鋭l路湿原

町 Sbi×200

写真標本： No.15881，松田標本



S1X50 Sbo×200 

スギパミズゴケ S.nemoreum 

S1×50 Sbo×200 
スギパミズゴケ S.nemoreum 

Sb i ×;~o~ 
写真標本： No.3926,Jil湯湿原

チャミズゴケ S.fuscum (Schimp.) Klinggr. 

高層湿原の代表的なミズゴケ。小型で全体が茶褐色。小凸

状地の上部に密に生じ、しばしばズギゴケが混生し、野外で

も識別し易いが、時に水中に生ずるものは黄緑色になる場合

もある。

茎lま黒褐色で表皮細胞に子しはない。茎葉は舌形で、先端ま

で膜があるが、先端部のみ貫通する場合もある。

ウスペニミズゴケ S.rubellum Wils. 

高層湿原の小凸状地の上部や側面などに淡紅白～紅紫色の

小さな群落を作る繊細で小型の美しいミズゴケ。

通常茎や枝は紅紫色であるが、一部だけ斑点状に着色する

場合もある。芸葉は舌形で上部まで膜があり、通常糸はなく

貫通しない。

ヒナミズゴケ S.warnstor,β＇iRuss. 
高山第や亜高山帯の潅木帯等の湿原に生じ、ウスベニミズ

ゴケに似るが、それより大きく、紫紅色を帯びて美しい。

全体が黄緑色の場合でも、茎や枝の一部に紫紅色の部分が

ある。茎葉は長い舌形か二等辺三角形。

枝葉の上部背面の透明細胞に、縁の厚い貫通する子しがある

ことで識別できる（似ているウスベニミズゴケでは縁の薄い

孔がある）。

スギパミズゴケ S.nemoreum Scop. 

高層湿原の小凸状地上やその側面に濃紅色～淡紅色の美し

い群落を作る中裂の種。時に針葉樹林内に生ずる場合は、黄

緑色～緑色になるが、茎や枝の一部に紅紫色の部分がある。

茎葉は二等辺三角形で、上方は次第に細まり、先端lま内巻

になる。通常は茎葉上部の背面の透明細胞に膜と糸があり、

縁に連続する楕円形の子しがある。

全体の色、茎葉の形、頭部の形、茎薬の透明細胞の糸、枝

葉の孔等環境による変異が大きい種である。
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Sl×50 

Sl×50 

Sl×50 

Sb凶 00礼＇ .r-f". ¥-虫 間車掛混判、 IIs…。。
ワラミズゴケ S.subfulvum 写真標本： No.3629，ベカンベウシ湿原

Sbo×200 
ワラミズゴケ S.subfulvum 写真標本： No.2969，茨散湿原

Y 箇 Sbi×200

s・bo×200 ワラミズゴケ S.subfulvum 写真標本： No.3032，塘路湿原
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Sl×50 
ゴレツミズゴケ S.quinquefarium 写真標本：No.2424，ピンネシリ山

同三200〆広志完謡司自員 量主音量批毒事ftr~~－
ゴレツミズゴケ S.quinquefarium 写真標本：No.2938，ニセイカムシユツベ山

ワラミズゴケ S.subfulvum Sjiirs 

高層湿原の縁や中間湿原等に生じ、茶褐色～淡褐色の群落

を作るが、やや日陰や水に浸る所では淡緑色の密な群落をつ

くる。茎は茶褐色～褐色。茎の髄は茶褐色。

枝lま通常4本で開出枝は2本。枝葉iま校に5列には着くこ

とはない。

茎葉は二等辺三角形で、先lま次第にとがり、狭い切形に終

わり、歯がある。

環境と色に注意すれば、野外でも容易にこの種を識別でき

る。

ゴレツミズゴケぷ quinquefariumι，indb.ex Braithw.) 

Warnst. 

高山帯や亜高山帯のハイマツの下や潅木の下等に生ずる。

ワラミズゴケによく似た種で、大きな群落にはならない。

頭部の色は帯紅色（ワラミズゴケは全体褐色）。

茎lま淡黄色（ワラミズゴケlま褐色）、髄も淡黄色。

枝は通常5本で聞出枝lま3本（ワラミズゴケの開出枝は2

本）、枝葉は枝に明瞭に5列に着く部分がある。

茎葉の形はワラミズゴケによく似ている。

産地の少ない種で、環境や色に注意すると野外でも容易に

識別できる。
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Sl×50 

Sl×50 

Sl×50 

Sbo×200 

コフサパミズゴケ S.lenense 

Sbo×200 

サケパミズゴケ S.riparium 

一 54

写真標本：No.3244，平ケ岳湿原

Sb i×200 

写真標本：No.3879，羅臼湖湿原



Sbo×200 

ワタミズゴケ S.tenellum 写真標本： No.3077，雨龍沼湿原

S1×50 SboX200 
ハリミズゴケ S.cuspidatum写真標本： No.3732，羅臼湖湿原

フサパミズゴケ S.lindb日:giiSchimp.ex Lindb. 

高層湿原の中の湖潟の縁、池橋等の常に水に浸る所に生え

る。淡褐色～黄緑色の大型のミズゴケで大きな群落をつくる。

茎は汚褐色～帯黒色なので野外でも識別できる。

茎葉lま舌形で大きく、上端が写真の様に総状に裂け、膜が

ないのがこの穫の特徴。産地は少ない。

コフサパミズゴケ S.lenense H.Lindb. ex Pohle 

高層湿原の中を流れる小JIIや池婚の水中に群生する茶褐色

で小型のミズゴケ。一見外形が小凸地、上部に生えるチャミ

ズゴケに似ているが生育場所が異なるので野外でも識別でき

る。茎葉は舌形で小さく、中央まで写真の様に総状に裂けて

いるが、上方の透明に膜がある。産地lま極めて少ない。

サケパミズゴケ S.riparium Angstr. 

高層湿原の縁や中間湿原の常に水に浸る所に生える大型の

穫で、濃緑色の大きな群落を作る。茎は濃緑色。

環境や全体の色、茎の色等で、野外でも識別できる。

茎葉は二等辺三角形で、検鏡すると写真の様に上端は深く

裂けているが、透明細胞に膜があり貫通していないロ

ワタミズゴケ S.tenellum Ehrh. ex Hoffm. 

高山や亜高山帯の雪田や低地の多雪地の高層湿原に生ずる

小型で軟らかい繊細な種で薄く広い淡緑色～黄緑色の群落を

つくる。

この種lま群落の色や生えるで状態で野外でも容易に識別出

来る。

茎葉は長い舌形で、枝葉とほぼ同じ長さ。枝のレトル卜細

胞の首が長いこともこの種の特徴である。

ハリミズゴケ S.cuspidatum Ehrh. ex Hoffm. 

中間湿原～高層湿原の池塘や小川、湖沼の縁等の水中に生

ずる種で、小型のものから大型になるものまである。

合は緑色～汚褐色、時に帯白緑色。枝葉は披針形で綿い。

茎葉は二等辺三角形で鋭頭（似ているシナノミズゴケでは

鈍頭）。枝葉背面の透明細胞には孔がないか、偽子しが僅かに

ある。
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Sl×50 

Sbo×200 Sbi×200 

シナノミズゴケ S.jensenii 写真標本： No.3215，浮島湿原

サンカクミズゴケ S.fallax 写真標本： No.3228，浮島湿原

Sl×50 

コサンカクミズゴケ S.angustifolium 写真標本： No.3049，塘路湿原
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畠鍾’一 、竃橿担.. 

S1X50 写真標本：No.2971，オンネナイ湿原
アオモリミズゴケ S.flexuosum 下垂枝葉×50

S1×50 ウツクシミズゴケ S.pulchrum 写真標本：No.2114，天人ケ原湿

下垂枝葉×50
S。 制 収ustifolium S. flexuosu：明
コサYカクミメコケ サYカクミズゴケ

シナノミズゴケS.jensenii・H.Lindb.

高層湿原や中間湿原の池塘の水中に

生じ、しばしば水中を漂う。
創立汚褐色～紫褐色。茎葉は二等辺

三角形で鈍頭。
枝葉背面の透明細胞に、縁の厚い貫

通する孔が1～2列ある。

サンカクミズゴケS.fallax Klinggr. 

高層湿原の泊繍の縁や中間湿原等に

生ずる中型の種。

色は淡黄色～黄緑色で大きな群落に
なる。茎葉は三角形で通常は鋭頭。下

垂枝の葉の背面の透明細胞の先端の子し

は極めて小さい。

P コサンカクミズゴケS.angus丘ゐ,Jium

(C.Jens. ex Russ.) C.Jens. 

高層湿原や中間湿原等に生じ、外形

はアオモリミズゴケに似るが、それよ

り乾繰に強い。色は淡緑色～黄緑色。

菜葉は舌形～二等辺三角形で先は円

い。下垂校の葉の背面の透明細胞の上

端の孔は非常に大きく、卵形となり、

3透明細胞の接合点に達するものもあ

る。

57-

下垂枝葉×50

アオモリミズゴケE.iexuosum Dozy 

etMolk. 

高層湿原や中間湿原の水に浸る所に生

える中裂の種で、大きな群落になる。

色は淡緑色～黄緑色で、茎葉はほぼ正三

角形で鈍頭、先端部は総状に裂ける。

下垂枝の葉の背面の透明細胞の先端に、

やや大きい卵形の孔があるが、コサンカ

クミズゴケの様に3透明細泡の接合尉丘

くに達する程大きくない。

ウツクシミズコケS.pulchrum (Lindb.) 

Warnst. 

高層湿原の池塘の水に浸る様な所に

生え、汚緑色～黄緑色～黄褐色の中型

のミズゴケ。

茎葉は二等辺三角形～正三角形で鈍

頭。下垂枝の葉lま卵形～卵状披針形で、

先は急にとがる（外形が似るサンカクミ

ズゴケ、コサンカクミズゴケやアオモ

リミズゴケの下黍枝葉の先端は漸尖す

る）。



Sl×50 
Sbo×200 

マノレパミズゴケ S.obtusum 

Sl＞く50

Sl×50 

Sbo×200 

フトハリミズゴケ S.majus 

s
 

u
 

，J
 

a
 

m
 

s
 

ケゴズ
o
ミ

ハU2

Hノ

×
 

、
。
｝

ノ
S

トブ

58 -

写真標本：No.3279，百人浜湿原

写真標本： No.3499，ベカンベウシ湿原

写真標本：NICH,190306, 

上サロベツ湿原，鈴木兵二



マルパミズゴケ S.obtusum Warnst. フトハリミズゴケぷ majus(Russ.) C.Jens. 

高層湿原や中間湿原の池療等に生ずる、中型～大型のミズ

ゴケ。緑色～黄緑色の大きな若手落になり、頭部は黄褐色にな

大型～中型のミズゴケで、高層湿原や中間湿原の池塘や湖

沼の縁等の水中に群生する。

ることが多い。

茎葉は舌形～舌状卵形で、先端はやや広い切形になり、先

日向に生ずるものは黄褐色、日陰に生ずるものは濃緑色で、

頭部も全体の色と同じ。

端部は総状に裂ける。枝葉を染めて検鏡すると、背面や腹面

の透明細胞の縁に、膜が薄くなった小さい孔状に見える偽孔

が並んでいるのは、他の種にない特徴。

茎葉の先は円頭で、先端部iま総状にならず、透明細胞が再

吸収された子しになることが多い。

枝葉の透明細胞の孔の数は変化が大きく、背面の中央部で

ほとんど子しが無く、上部のみに孔があるものから、シナノミ

ズゴケの枝葉の背面の透明細胞のように、中央部にも多くの

孔が見られるものまである。

Sl×50 

Bl×50 

Sbo×200 

クシロミズゴケ S.kushiroense 写真標本： No.347，コイトイ湿原

クシロミズゴケ Ekushiroense H.Suzuki 

やや乾いた低層湿原や中間湿原の水中に生ずる中型のミズ

ゴケで、色は淡緑色～緑褐色。

茎葉は三角形で、背面上部のみに糸と子しがある。

枝葉lま卵状披針形、鎌状に強く曲がり、検鏡すると背面の

透明細胞の縁に、縁が厚い小な孔が連続して並んでいる。透

明細胞の孔の数には変化があり、多いものから少ないものま

である。

→ 59 



Sl×50 

霧多布湿原 No3200
Bl×50 

ユガミミズゴケ S.subsecundum 写真標本： No.3025，パ、ンクノレ湿原

シタミズゴケ S.subobesum 

Sl×50 

Sb i×200 

写真標本： No.3200，霧多布湿原

シタミズゴケ S.subobesum 写真標本： No.3564，霧多布湿原
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Sl×50 

Sbo×200 
シタミズゴケ S.subobesum 写真標本： No.3532，幌戸湿原

B 1×50 Sbo×200 
シタミズコケ S.subobesum 写真標本： No.3277，百人浜湿原

ユガミミズゴケ S.subsecundum Nees ex Sturm 

高層湿原の縁や中間湿原の水に浸るような所に生ずる小型

～中型のミズゴケ。色は黄緑色～緑色、日当たりのよい所で

は、上部は茶褐色に着色する。

茎は茶褐色～黒色。茎葉は舌形で小さく、先は円頭、背面

の先端近くに子しがある。

枝葉は卵形～広卵形で深く凹み、片側に歪む。

枝葉背面の透明細胞の縁に、縁の厚い大きな子しが連続して

並んでいる場合が多いが、まばらに並ぶ場合もある。腹面に

孔はない。

61 

シタミズゴケ S.subobθ•sum Warnst. 

中間湿原や地下水位の高い低層湿原にも生ずる中～大型の

ミズゴケで、大きな群落になる。

色は黄緑色～白緑色で、下部の古くなった部分は灰褐色。

茎は帯褐色。茎葉は舌形、時に楕円形に近い場合もある。

茎葉の上部背面の透明細胞に、枝葉と同じ様に糸と孔があ

る。

枝葉は歪まず卵形～広卵形で深く凹み、背面の透明細胞に

は、縁が厚い小さな孔が連続または断続して並ぶ。



V.日本産ミズゴケの検索

節の検索

1.茎や枝の表皮細胞に細い螺旋状の肥厚がある・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ミズゴケ節

1.茎や枝の表皮細胞に螺旋状の肥厚はない

2. 枝葉は卵形～広卵形，鈍頭で僧帽状になる・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・キダチミズゴケ節（キダチミズゴケ）

2枝葉は披針形～卵形，鋭頭～切頭で僧帽状にならない

3.枝葉は卵状三角形で，先端は広い切頭・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・キレハミズゴケ節（キレハミズゴケ）

3.枝葉は披針形又は卵形で，鋭頭～鈍頭

4.茎葉は舌形で大きく，舷は下方で広がらず，先端近くに達しない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ウロコミズゴケ節

4.茎葉は色々な形，舷は下方で広がり，上方では狭い舷が先端近くに達する

ミズゴケ節

5.枝葉の葉緑細胞は横断固で背腹両面にほぼ河じ程度に出る・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ユガミミズゴケ節

5.枝葉の葉緑細胞は横断面で背面または腹面のどちらかにより広く出る

6.枝葉の葉緑細胞は横断面で腹頭に広く出るが，背面にはほとんど出ない・・・・・・・・・スギパミズゴケ節

6.枝葉の葉緑細胞は横断面で背面に広く出るが，腹面にはほとんど出ない・・・・・・・・・・・ハリミズゴケ節

1.枝葉の葉緑細胞と透明細胞の媛する墜に多くの手L頭または突起がある

2.枝葉の葉緑細胞の壁に櫛の歯状の突起がある・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・フナガタミズゴケ

2.枝葉の葉緑細胞の壁に多くの乳頭がある・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・イボミズゴケ

1枝葉の葉緑細胞と透明細胞の接する壁lま平滑

3.植物体にはふつう紅色の部分がある．枝葉の横断面で葉緑細胞は楕円形で，透明細胞に包まれて外に出ない

・・・ムラサキミズゴケ

3.縫物体はふつう淡緑色で全く紅色の部分はない．枝葉の横断面で葉緑細胞は卵状三角形または台形で，葉の腹商

に広く開く ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・オオミズゴケ

ウ口コミズゴケ節

1枝葉lま大きく，ふつう長さ 2.5mm以上．枝先はふつう強く反るので，枝がささくれて見える・・・・・・ウロコミズゴケ

1.枝葉は小さく，長さ 2.2mm以下．枝葉の先は弱く反る ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ホソミズゴケ

ユガミミズゴケ節

1.植物体は緩いマットを作りしばしば地面を這う．茎lま通常単一で開出枝を出さないか，僅かに関出枝をだす．茎葉

と枝葉はほぼ同形

2.植物体はふつう湿地に生育し，水に浸らない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・コパノミズゴケ

2.植物体はふつう水に浸って生育する・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ガッサンミズゴケ

1.植物体は直立して密に群生する．茎は正常に関出枝を出す．茎葉と枝葉は形が異なる

3.茎葉は舌形～卵形， または楕円形で，長さ 1.3～2.3mm，葉面lま深く凹む・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ヒロハミズゴケ
3.茎葉は三角形または舌形で，長さ 0.4～1.3mm，葉面は凹む

4.茎の横断固で表皮細胞は2～3層あり，単層になることはない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ネジレミズゴケ

4.茎の横断固で表皮細胞は単層で，一部2層になることもある

5.枝葉背面の透明細胞の接合面にそって，連続した縁の厚い孔の列があるが，腹面に孔はないユガミミズゴケ

5.枝葉の両面の透明細胞の接合面に，連続または不連続の小さな孔の列があるが，腹面では孔は少ない

6.茎薬は舌形または三角形．舷lま下方で広がらない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・コアナミズゴケ
6.茎葉は舌形または三角形．舷は下方で広がる

7.茎葉は二等辺三角形～三角形で，長さ 0.6～0.7mm・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・クシロミズゴケ

7. 芸葉は舌形で， 長さ 0.8～1.4mm・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・シタミズコケ

スギパミズゴケ節

1 茎葉はへら型～舌型，円頭または広い切頭

2 茎のすべての表皮細胞全体または一部の細胞に孔がある

3.茎葉の先端は総縁にならない（しばしば凹凸または歯がある場合もある）．植物体にはふつう赤色になる部分

がある ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ミヤマミズゴケ

3.茎葉の上部は明瞭な総縁になる，植物体は赤色にならない
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4. 茎葉はへら型，上方は裂けて明瞭な総縁になる...・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ e・・・・・・・・・・・・・・，ヒメミズゴケ

4.茎葉lま舌形，先端付近が裂けて総縁になる・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ホソパミズゴケ
2.茎の表皮細胞に孔はほとんどない（まれにあることがある）

5.植物体は茶褐色で， 茎lま暗褐色・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・チャミズゴケ
5目植物体と茎はともに帯紅色

6.枝葉の背面上部の透明細胞に縁の厚い小さい子しがある・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ヒナミズゴケ

6.枝葉の背面上部の透明細胞に縁のない孔がある・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ウスベニミズゴケ

1.茎葉は三角形から卵状三角形，先端は狭い切頭になるか，内曲し鋭頭に見える場合もある

7.植物体は茎を含めて緑色～帯紅色．茎葉の上部の透明細胞に糸がある．枝葉は 5列に着くものから不明瞭なもの

まである

8.茎の表皮細胞に殆ど孔はない．枝は 4～5本．凋出枝は 3本，下垂枝は 1～2本．枝にはふつう 5列に葉の着

く部分がある ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ゴレツミズゴケ

8.茎の表皮細胞に孔は無い．枝は 3～4本．開出枝は 2本，下垂枝は 1～2本・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スギパミズゴケ

7.植物体はふつう茶褐色で帯赤色にならない（日陰に生えるものはまれに緑色）．茎は茶褐色．茎葉の透明細胞に糸

はない．枝葉の着きかたに 5列性はない

9.植物体は大型．ふつう山地の湿岩に生える．茎葉の舷は下方でも狭い・・・・・・・・・・・・・コパノホソベリミズゴケ

9植物体は中型．中間湿原や高層湿原の縁に生える．茎葉の舷は下方で広がる・・・・・・・・・・・・・・・・・ワラミズゴケ

ハリミズゴケ節

1.葉の上部に引き裂かれたように見える総縁または裂け目がある

2. 茎葉の先は円く上部が引き裂かれたように見える総縁になる・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・フサパミズゴケ

2 茎葉の上部は明擦に V字型やU字型に裂ける

3.茎は淡帯黄色．茎葉は卵状三角形～舌状三角形で，長さ 1.3～1.5mm・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・サケパミズゴケ

3.茎は稽褐色～黒色．茎葉は舌形～長方形，長さ 0.8mm以下・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・コフサパミズゴケ

1茎葉はほとんど総縁にならない（ときに僅かに先端が総縁になる場合もある）

4.植物体は繊細．枝のレトルト細胞は明瞭に突出する・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ワタミズゴケ

4.植物体は中型～大型．枝のレトルト細胞は突出しない

5.茎葉は二等辺三角形～卵状三角形，ふつう長さ 1.5mm以上

6.茎葉は鋭頭．枝葉の透明細胞の背面腹面ともに孔はない・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ハリミズゴケ

6.茎薬は円頭．枝葉の透明細胞の背面復面ともに多数の孔がある・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・シナノミズゴケ

5.茎葉は三角形～舌形，長さ 1.2mm以下

7. 茎葉は鋭頭・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・サンカクミズゴケ

7.茎葉は鈍頭～円頭

8 茎葉の上部背面の透明細胞の上端に貫通する孔がある・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ハクサンミズゴケ

8茎葉の透明細胞の背面に孔はない

9. 植物体はふつう帯茶褐色または黄褐色・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ウツクシミズゴケ

9.植物体はふつう緑色または黄緑色，または汚れたオリープ色

10.植物体は緑色または黄緑色

11.茎葉は長さ 0.7～0.9mm，円頭または鋭頭で，切頭になることはない．開出技と下黍枝は

外形がなる（乾燥標本で関出枝葉は枝に覆瓦状につき僅かに縁がうねるが下垂枝葉の縁は

うねらない）

・・コサンカクミズゴケ

11.茎薬は長さ 0.7～1.3mm，先端は切頭または広い円頭．関出枝と下垂枝は外形はほぼ同じ（乾

燥標本で枝葉の縁はうねり，葉の先端lま反る）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・アオモリミズゴケ
10.植物体は汚れたオリーブ色

12.枝葉の横断面で緑色細胞は三角形．茎葉は三角状舌形で，円頭または切頭で全縁．薬葉の

背面先端の透明細胞は再吸収されて総縁になる・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・マルパミズゴケ

12.枝葉の横断面で緑色細胞は台形，茎葉は三角状卵形で鈍頭または円頭で全縁．茎葉の背

面先端の透明細胞に再吸収された多くの孔がある・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・フトハリミズゴケ

＊ミズゴケは生育する環境により変異が大きい．この検索表で同定に迷う場合は pp44～61の写真による説明及び，

pp5～43の図による説明を参考にして下さい．
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V. Key to the Japanese Species of命>ha伊 um

KEY TO THE SECTIONS 

1.Cortical cells of stems and branches with delicate spiral fibrils・・・・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・・・・・・・・・Sect.今1hagnum

1.Cortical cells of stems and branches without fibrils 

2. Branch leaves ovate or oblong-ovate, blunt and hooded at apex・・・ ・ ・ • ・ • ・ • ・・・・・・・Sect. R.なぜda（ぷ compactum)

2. Branch leaves lanceolate or ovate , acuminate or trancate, never hooded at apex 

3. Branch leaves ovate-triangular, widely truncate at apex ・ ・ • ・ • ・ ・ • • ・ • • ・ ・ ・ ・ Sect. Insulosa (S. aongstroemめ
3. Branch leaves lanceolaぬ orovate, acuminate or blunt at apex 

4. Stem leaves large, lingulate, border not reaching near apex, not expanded below ・ • • • ・ Sect. Squarrosa 

4. Stem leaves various, border reaching near apices, border markedly expanded below 

5. Green cells of branch leaves almost equally exposed on both surfaces ofleaf ・ ・ ・・・Sect.Subsecunda 

5. Green cells of branch leaves widely exposed on one surface of leaf 

Sect.命，hagnum

6. Green cells with much wider exposure on ventral surface ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・・Sect. Acutifolia 

6. Green cells with much wider exposure on dorsal surface ・ • ・ ・ • ・ • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • Sect. Cuspidata 

1. Internal commissural walls of with papillae or lamellae 

2. In cross sections, surface of green cells with lamellae ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ • • • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ S. imbricatum 

2. In cross sections, surface of green cells with papillae ・ ・ ・ • ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ S. papillosum 
1. Internal commissural walls of hyaline cells of branch leaf smooth 

3. Plants usually with at least flecks of crimson; green cells in transverse section, oval and mostly enclosed by 

hyaline cells • • • ・ ・ • • ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • ・ ・ • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ • S. magellanicum 
3. Plants usually with pale green or yellow-brown, but never crimson; green cells, in transverse sections, oval-

triangular to trapezoid and reaching both surfaces ofleaf.，。丘町1exposed on ventral surface ・・ • ・ ・ ・ ・ S. palustre 

Sect. Squarrosa 

1. Branch leaves large (usually over 2.5mm long), usually distinctly squarrose ・ ・ ・ • • • • • ・ • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • S. squarrosum 
1. Branch leaves small (less than 2.2mm long), usually not or only slightly spreading • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • ・ ・ ・ S. teres 

Sect. Subsecunda 

1. Plants loosely tufted, often horizontal; Stems simple or nearly so (not with fasciculate branches); Stem and 

branch leaves similar 

2. Plants not normally submerged ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • • • • • • ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ S. calymmatophχllum 

2. Plants submerged• • • • • • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • • • ・ • • • ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ • • • • • • ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ S. guwassanense 
1. Plants more densely tufted, generally erect; stems with fasciculate branches. Stem and branch leaves 

differentiated 

3. Stem leaves lingulate, oblong or elliptical, 1.3～2.3mm long, deep hollowed•• • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • S. platyphyllum 
3. Stem leaves triangular or lingulate, 0.4～1.3mm long, hollowed 

4. Stem cortex in 2・3layers (never I layer）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ S. contortum 
4. Stem cortex in I layer (2 layers in part) 

5. Hyaline cells of branch leaves with usually ringed pores in series along commissures on dorsal surface, 

without pores on the ventral surface • • • • • ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • ・ • • • ・ • ・ ・ ・ ・ • ・ ・ • • • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ S. subsecundum 
5. Hyaline cells of branch leaves with many minute pores, scattered or in series along commissures on 

dorsal surface, few pores on ventral surface 

6. Stem leaves triangular lingulate, border not expanded below • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ S. microporum 

6. Stem leaves lingulate to triangular, border expanded below 

Sect. Acutifolia 

7. Stem leaves isosceles triangular or triangular, 0.6～0.7mm long··•·••·•········· S. kushiroense 

7. Stem leaves hngulate, 0.8～1 4mm long ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ S. subobesum 

1. Stem leaves lingulate to spatulate, rounded to broadly acute apex 

2. Cortical cells of stems all or mostly uniporose on outer surface 

3. Stem leaves not企inged(though sometimes toothed or slightly erose at apex), plants usually splotched 

with red• ・ • • • • ・ • • • ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • • ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ • ・ • • • • • ・ ・ ・ ・ • • • S. russowii 
3. Stem leaves distinctly fr・inged,plants never red 

4. Stem leaves fan-shaped, lacerate－仕ingednearly all around ・ ・ ・ ・ ・ • • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ S. fimbriatum 

4. Stem leaves lingulate, fringed only at apex • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ S. girgensohnii 
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2. Cortical cells of stems without pores or only occasionally porose 

5. Brown plants with dark brown stems ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ • ・ ・ ・ ・ ・ S. fuscum 
5. Plants and stems reddish 

6. Hyaline cells in upper part of branch leaves with minute strongly ringed pores・・・・・・・・・・ S. warnsto11'ii 

6. Hyaline cells in upper part of branch leaves with moderate-sized, unringed pores • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ S. rubellum 

1. Stem leaves triangular to oblong-triangular, slightly acute to concave on pointed 

7. Plants and stems green, red or violet (at least in part). Hyaline cells of stem leaves with fibrils. Branch leaves 

5-ranked or not 

8. Cortical cells of stem mostly without pores; fascicles 4～5, spreading branches 3, pendant branches l～2, 

branch leaves usually 5-ranked • • ・ • • • ・ • • ・ • • • • ・ • • • ・ • • • • • • • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • • ・ ・ ・ ・ ・ • • • ・ ・ ・ ・ ・ぷ quinquefa1ium

8. Cortical cells of stem never pores; fascicles 3～4, spreading branches 2, pendant branches 1～2, branch 

leaves never 5・ranked・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ • • • • • • ・ • ・ • • • • • ・ ・ • • • • • • ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • • ・ ・ ・ ・ • ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ S. nemo1・eum
7. Plants usually brown (at least in part), rarely green, never red. Stems brown. Hyaline cells of stem leaves 

mostly without fibrils. Branch leaves never 5・ranked.

9. Plant robust, usually on wet rocks. Border of stem leaves not widened below 

・5junghuhnianum ssp. pseudomolle 

9. Plants medium-sized. Border of stem leaves widened below ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • S. subfulvum 

Sect Cuspidata 

1. Stem leaves lacerate－企ingedor cleft at apex 

2. Stem leaves rounded, fimbriated and lacerate at apex ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • • • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ • • ・ ・ ・ ・ ・ S. lindbe努力・
2. Stem leaves cleft at apex 

3. Stem green to pale yellowish. Stem leaves large (1.3mm long), ovate-lingulate to triangular-lingulate 

・ ・ ・ ・ S. nparium 
3. Stem dark brown to almost black. Stem leaves small(less than 0.8 mm  long), rectangular to lingulate 

・ S. lenense 

1. Stem leaves sometimes slightly a・ingedat apex 

4. Plant delicate, retort cells well developed on branches ・ • • • ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • • • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • ・ ・ ・ ・ S. tenellum 
4. Plant moderate or robust, retort cells moderate on branches 

5. Stem leaves isosceles triangular to triangular-ovate (usually over 1.5mm long) 

6. Stem leaves acute at apex. Hyaline cells of branch leaves without pores on dorsl and ventral surfaces 

. s. cu喧pidatum

6. Stem leaves obtuse at apex. Hyaline cells of branch leaves with many pores on dorsal and ventral 

surfaces 

• • • ・ ・ ・ ・ ・ • • S. jensenii 
5. Stem leaves triangular to lingulate (less than 1.2mm long) 

7. Stem leaves acute at apex • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ S. fallax 
7. Stem leaves obtuse or rounded at apex 

8. Hyaline cells of stem leaves with pores on dorsal surface at apicalends 

・・・・S.acutum var. hakusanense 

8. Hyaline cells of stem leaves without pores on dorsal surface at apical ends 

9. Plant usually brownish or yellow-brown ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ S.pulchrum 

9. Plant usually green or yellowish-green or dingy olive 

10. Plant green or yellowish-green 

11. Stem leaves 0.7～0.9mm long, apex acute or rounded, but not truncate. Pendant and 

spreading branches strongly dimorphic. Branch leaves imbricate; spreading branch leaves 

only slightly undulate; pendant branch leaves not undulate when dry ・・・ S. angustifolium 

11. Stem leaves 0. 7～l.3mm long, apex truncate or broadly rounded. Pendant and spreading 

branches weakly dimorphic. Branch leaves never imbricate; spreading and pendant 

branch leaves undulate with spreading tip when dry・ ・ ・ ・ • • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • S. flexuosum 
10. Plant dingy olive 

12.’I'ransverse section of green cells of branch leaves triangular. Stem leaves triangular-
lingulate, and truncate or rounded at apex; dorsal surface of stem leaves more or less 

企ingedat apex by resorbed hyaline cells・ • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • • • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ S. obtusum 
12.’I'ransverse section of green cells of branch leaves trapezoidal. Stem leaves triangular-
ovate, and rounded obtuse. Dorsal surface of stem leaves with numerous pores at apex by 

resorbed hyaline cells • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ • ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ S. dusenii 
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VI. ゴU毎主萱の才里万宗とミズゴケ（多令;;;fてよ毛二二f専二仁〉

ηJmJ 1'J 湿原 海抜 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 28 
猿払村 鬼志自！～芦野 4-5m 。 。。 。。 。。
稚内市 パンケ沼 3m 。。。。 。
経内市 声間大沼 8 10m 。 。 。 。。
稚内市 抜i毎兜沼 20m 。。 。 。 。
浜頓別 浜頓)JI) 5-!0m 。。 。 。。 。。
豊富町

稚上稚下刊咲仰咲でぐ内内す海海ツ追京岸岸分野西一方

5m 。。。 。。 。。。
豊富町 5“7m 。。。。。。。。 。。。 。 。。。
豊富町 15m 。 。。 。。。
豊冨町 3-5m 。 。。 。
豊富町 仰ぐツ音類橋北 3m 。。 。 。QO 。
平リ ., i甫 20m 。。 。 。。
小樋 9m 。。 。。。 。 。。 。

tN沼B林l'Jf 75m 。。。。。。。。 。 。。
床駅南 25m 00  。。 。。 。。 。
別風速湿原 2-5m 。。。。。。。 。。。 。。。
舞駅付近 24m 。。。。。。。 。。 。 。
国台 5m 。。 。
沙布岬 24m 。。。。 。。 。。 。

別海町 60m 。 。
別当賀駅東湿原 70m 。 。。 。。 。
手喜石駅北の湿原 45悶 。。。。。。。 。。 。。
落石附 45m 。。 。。。。。。 。。。 。。。。。。
中標津川北 Sm 。。。 。 。 。。
羅臼岳 1250-1280罰 。。 。
羅臼岳 1170羽 。 。
"J締E二盟関

10m 0 。 。 。 。 。。
厚岸町上 35m 。。 。 。。。。。 。 。。。
鶴居村オy 3 5m 。。。。。 00 0  。 。 。

子居川 130m 。。。。。。。。 。。 。。
子庖湯 200m 。 。
茶町 塘諮湿原 10m 。000  。 。。。
中国I霧多布湿原 3-4m 。。 。。 。。 。 。
竜町 雨竜沼湿原 250m 。。。 。。。 。。 。

20m 。。。。 。。 。。。臨機商 13m 。。。。 。 。
美美 橋北 14m 。。。。。。 。 。。。 。。

17悶 。。。。。 。 。。 。 。
妹 原野 40m 。。。00  。。。
上 1140-1160rn 。。。。。 。。 。 。。 。
上川町 浮島が原 760-820悶 。 。。。 。 。 。。。。
東川町 熊の平 1560-1600m 。。。。 。。。
東川町

主議事別

1390-1560悶 。。。。。 。。 0 0 0  
東川町 1330 1380m 。。。 。。。 。。
東川町 1100m 。000  。 。 。。。
｜東/II町天別 980m 。。 。 。。。
美瑛町 1300m 。
富良野 十勝岳原始F原 940 1040m 。。。。 。 。。
豊頃町 豊頃 13m 0 。 。 。。。
足寄町 芽登温泉寺トウシ 800’1000m 。 。 。
忠類村 生花苗 lOrn 0 。 。 。
忠類村 tイカ上更別湿原 170m 。 。。
月形町 赤川 llm 。。 。。。。 。 。。 。。
f工別市 続 9m 000  。 。。 。
当別町 12m 。000  。。 。 。。 。。。
苫小牧 ';§ 10m 0 。
→古和I、 5m 0 。 。

裏 70m 0 。 。
湿原 40m 。。

1080m 。 。。 。。。
町 ニt1rンヌrリ 700m 。 。。。
町 大沼公国中遇北 145m 。。 。 。 。 。

長万部 静狩原野 75m 。。 。 。。 。。
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 28 
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地域 ；位 I~守 1畠 原 海抜 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 18 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34計
ι平す モケウ沼 4 5rn 。 。 。 。。 。 6 

2 村一線沼湿原 13 14悶 。 。 。。 4 
村
上猿韓

13-14m 。 。 。 3 
λ村 浅茅 10 15m 。。 。 。 。。。 。 8 

J 上す日 lOrn 。。。。。。 。。。 9 
〉 南浜湿原 10m 。。 。 3 

橿富湿原 lOm 。
武華山 1600m 。。 2 
武利岳 1500m 。

1111111111222222E2mm初出umNMおお幻お羽ωuuuHHMWM日灯必川刊日日臼日Mmmummω

斜里岳 1260悶 。。 2 
硫黄山 1200m 。

l カムイワッ力の滝 280m 。 。。。 4 
藻琴山 700m 。。 。 。 4 
藻琴山 700m 。。。。 。 5 
北見富士 1300m 。
ユルリ島湿原 40m 。。。。。 00  。。 日

市号！日i匝 13m 。。 2 
市奥臼♂ 30m 。。 2 
市 il,I 27m 。 。 。 3 
市歯 35m 。。。。。 。。 。 8 

春 2m 。 。。 。 。 5 
双 36悶 。。。。。 。 。 7 

市南 3m 。
市 jjij 80m 。。。。。。 。 。 。 9 
市落 40m 。 。 。 。 。 5 
市トー 29m 。。。。。。 。 。 。 9 

Jb？ッ 30m 。
標津 3m 。。。。。。 。。 8 
ト主事 900悶 。 1 
｜中審別j毘原 40m 。。。 。 。 5 
l茨散湿原 5m 。 。 。 。。 。 。 7 

富事
30m 。 I 

町 15m 。。。。 。。 6 
町 30悶 。。 。 。 。。 6 
町 1440m 。 。。 。 4 
町 650m 。。。。。。 。 。 。。 。。 。。 0 15 

780m 。
岳 500悶 。

600m 。 1 
3m 。

別町 A・ 3m 0 。。 。 0 0 0  。 8 
路 安 5m 。 I 

E富市山 30m 0 。 。 3 
路市 村回公関 5m 。

割ii路市 北斗 4m 。
劃ii路市 広恩 3m 0 。 。 。。。。 7 
自JI路市 自律台湿原 32悶 O 。 。 。。。。 7 
釧路町 天寧 5m 。 1 
厚岸町 上尾 35m 。 。。。 。 0 0 0  8 

百，， 厚岸町 真竜 5m 0 。 2 
割，， 厚岸町 太田 85m 。。。。。 。。 。。 。 10 
自，， 厚岸町 片無 原 45問。。。 。。。 。。 。 9 
割目 厚岸町 尾籾 3m 0 。。 。。 00  。。 。。 11 

厚岸町 へeカン 4-5m 。。。。。 。。 。 。。 。。 。 13 
l鶴居村 1コ材 5m 。。。。。。。。 。。。。。。。。。 。 。 19 
鶴居村 ヰラ］9 !Om 。。 。。 。 5 
弟子屈 川湯 130悶 。。。。 。。。 。 。 。 10 
弟子屈 摩馬 800m 。
弟子屈 和琴半島 130m 。 。 2 

｜劃，，路白糠町 コイトイ湿原 3m 。 。。。 4 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 18 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 31 

、i),-
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ニ1じ主毎主藍の主墨β宗とミズゴケ（ミ竜田）

静蒋一ぎ中i両岡tT 岡蹴 初 22123 24 25 I 26127128 29 初 32 133134 「かや沼湿原 7m O O O O 4 
！ 阿歴内の山地 90m O O 2 

購璽叩9m O O O O O O O O O O O O O O 14 
7m O O O O 4 
!Om O O O 3 
32m O O 2 i劃II路 浜中町 幌戸沼湿原 3m 。。 。 3 

I ~II路 浜中町 霧多布J毘原 3m 0 。。。 。。 。。 。。 。。 。 13 
l留a/i増毛町 暑寒別岳湿原 1200m 。 。 。 。4 
空知雨竜町 雨竜沼湿原 845m 。 。 。 。 。。。 7 
~知月%町 月ケi調湿原 15m 。。 。 。 4 
空知タ張市 夕張岳 1400m 。。 。。 4 
上／If上川町 沼の原湿原 1150m 。。 。。。。 。 7 
上川上川町 赤岳奥／平 1650m 。 。 2 
上川上川町 浮島湿原 870m 。。。。 。 。 。 7 
上川上/II町 ニtイカムシュツヘ・山 1700m 。。 。 3 
上/II東/If町 永山 1400m 。 。 2 
上川東川町 沼の 1430m 。。。。 。。。 。。 。 。。。 13 
上/II東lIf町 1200m 。 。。 。 。。。。 。。10 
上/II美瑛町 1800m 。 。。 。 。。 。 0 8 
上川 美瑛町 1610m 。。 。 。。 。。 。 。 。。 。0 13 
上川 美瑛町 500罰 。 1 
上川美瑛町 1720m 。 。。 。。 。 。 。 。。 。。 0 13 
上川富良野 芦 1650m 。 。 2 
上川富良野 原 1140悶 。。 。 。。 5 
上川富良野 原 1140m 。 。 。 。。5 
上川富良野 富 1200m 。 1 
十勝「士幌 14 土 875m 。。。 3 
十勝 上士幌ー 677m 。 1 
十勝 上士幌 ウヘ 山 1460m 。。 。 3 

トムラウシ山 1750m 。 。。 3 
錦沼湿原 624m 。 。 。 。 4 
雌阿寒1量原 640m 。。。。。。 。。 。 9 
雌阿寒岳 700m 。
わりトウ沼湿原 Sm 。

岳 800阻 。
山 600m 。

980m 0 1 
910m 。 。 。 。。 5 

西原 9m 。。。 。 。 5 
胆振登別市若 5m 。。。 。 4 
月日揮苫小牧 i草 3m 。。 2 
RB／辰苫小牧植 5m 。。 2 
B自j展苫小牧栂 !Om 。。 。 。 4 
R!H展苫小牧弁 付近 3m 。。 2 
組j辰苫小牧 γzンザイ沼付近 4m 。。 2 
II!!彼自老町 ヨコスト湿原 5m 。
日高え りも 百人浜湿原 8悶 。 。 。。 。 5 
日高 様似町 ピンネシリ山 800m 。。。 3 
桧山 乙部町

i襲警
1016m 。 1 

後志 共和町 750m 。 。2 
後志共和町 750硯 。
後志 1J、樽市 100m 。 。 2 
後志島牧村 1守場山 1450m 。 1 
渡島長万部 静狩湿原 5m 。 1 
渡島国館市 あやめ谷地 750羽 。
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vn.研究標本

採集I也海妓，採集年。票本番号）の順にリス卜した。ミズゴケの種の番号は北海道の湿原とミズゴケG竜田）の一覧表， 67～

68ページと同じである。

ミズゴケ節 S叫on争•hagnum

I.フナガタミズゴケ（クシノハミズゴケ） S. imb.ticatum Hornsch. ex Russ. 

綴議議添：野付君日別海町，市街地付近の湿原40m, 1998肘0.4036）；中春別の湿原，40m, 1999(418η．根室市，ユルリ島，

40 m, 1995肘0.3104, 3110, 3115）；温根元湿原， 27m, 1997別o.3636～3638）.宮崎葉原：厚開官厚岸町，別寒辺牛溜京， 15

m, 1995肘0.3169, 3178), 1997肘o.3612), 1998(No. 4005, 4010, 4014～4016）；，尾欄l将司畔湿原，3m,1998肘o.3996,399η；

真竜湿原， 5m, 1983( No. 892）；太田湿原， 85m,1996(No. 3372, 3373), 1998(No. 4033）；片無去遡京， 45m, 1999(No. 

4098,4099,4110）.上川書簡粟刺，茅沼湿原， 7m, 1980肘0.473）；繍湖畔湿原，9m, 1995仰o.3040）.阿寒郡鶴居村，キラ

コタン抑湿原， 10m,1992例0.2805, 2806）；オンネナイ湿原，5m, 1977( No. 3), 1992( No. 2845, 2852, 2853, 2859）.錫｜｜路

市，山花公園，30m, 1984(No. 1760）；広里湿原，3m,1999肘o.4135, 4136, 4181）；白樺台湿原，32m,1999肘o.4206,420η．

白J鮒音別町，パシクル湖畔， 3ID, 1983肘o.876), 1985別0.3014, 3018）.踊麗蟻：苫小牧市，柏原湿原， 10m, 1996制o.

355め， 1997(No.3747,374め．

2.ムラサキミズゴケ Emagell,剖JicumBrid.

議If支援：上川郡上川町，浮島湿原，870m,1995別o.3220, 3221); J忠別沼湿原， 1610m, 1992(No. 2918）.上｝！陪陳川町，

平が岳湿原， 1720m,1995別0.3263）；沼の平， 1430m, 1984(No. 2071), 1985(No. 2329+）＼リヨワサ）．欝谷支箆：宗谷郡猿払

村，浅茅野湿原， 10～15m, 1998(No. 3841）；モケウニ沼，4～5m, 1998(No. 3845～384η．緩議議箆目梨郡羅臼町，羅臼岳，

1440m, 19割引0. 2353）；羅臼淑登山道樹京，680～・750m,1986別0.2381, 2423), 1997肘0.3740）；標潤E標津町標津湿原，
3m, 1999別o.4136,413η．野付郡別海町，ヤチカンパ湿原，30m,1995別0.3082, 3091）；中春別湿原，35m,1998肘0.4040, 

4041）.根室市，歯舞湿原， 35m, 1988(No. 2750）；トーサンポロ川上流湿原， 26,m, 1997例0.3661, 3777)；沖4ぉWI!上流湿

原， 36m, 1997(No. 3796）；ユルリ島；40m, 1995(No. 3098）；別当賀湿原 80m, 1985(No. 2510), 1996別0.3509, 3510）.野

付郡別海町，上風連湿原， 15ID, 1997例o.3776). it路支援：川上郡弟子屈町，川湯湿原， 125～127m, 1997(No 3770), 

1998(No. 3920）.厚制限中町，霧多布湿原厚， 2m, 1996別o.3582,3585ザナb''7~7;'J'' 'J）.厚岸郡厚岸町，別寒辺牛湿原， 15

m, 1995例。 2992,3144, 3145+7均サミ1γヶ， 3147,3149); 1998肘0.4003）；，上尾牒湿原， 35m, 1995(No. 2982, 2983), 

1996肘o.3386,338η，1997(No.3673）；，尾幌Ill？可鮮湿，3m,1998仰o3996, 399η；；太田湿原， 85m, 1996肘o.3365～3367);

片無去湿原， 45m, 1999例o.4039）.川上郡標茶町，場路湖畔湿原， 9m, 1995(No. 3036, 3038, 3185）.阿寒郡鶴居村，キラコ

タン郎湿原， 10m,1991肘o.2811, 2816）；，オンネナイ湿原，5m,1977別o.1), 1992(No. 2839, 284η．今藤家捜：足寄郡足寄

町；オンネトー錦沼， 630m, 1985例o.249め．獲務業経：増朝間毛町，暑寒別岳， 1200m, 1995例0.3067, 3朗自）墾質支
藤：樺戸郡月奇知I，月ケ湖湿原， 15m,1996別0.3489）.襲務棄毒：石狩郡新篠津村，西高倉の湿原， 9m,1996別0.3538). ff重
軽業m：苫小牧市，柏原湿原， 10m, 1996( No. 3560). 

3.オオミズゴケ S.palustre L. 

：宗谷部猿払村，浅茅野潤京， 10～15m, 1998例0.3842, 3843）；上猿払湿原， 13～14m,1998肘0.3871, 3872）.鰐

斜里郡斜里町，カムイワツカの滝， 2鉛 m,1990肘0.2786, 278η．認祭業態：上川郡上川町，忠J別沼湿原， 1610m, 

1992例0.2910）.灘数発：足寄郡足寄町，雌阿寒温泉湿原， 640m, 1984肘o.2182), 1985(No. 2479）.糖類：目梨郡緩

日町，羅臼湖登山道湿原， 620～70伽， 1998(No.3885, 3886），新柑間リ海町，中春別湿原， 40m, 1999仏189～4191）.根室市
春国岱， 2m, 1985肘o.2518, 2660）；ユルリ島， 40m, 1995例o.3103）.海離党旗：川上郡弟子屈町， JII湯湿原， 125～127m, 

1997例0.3769）；和琴半島の噴気口， 125m, 1981肘o.382), 1983肘o.1161, 123η. JII上郡標細I，塘路湖畔湿原， 9m, 

1995(No. 3193＋イ~n;rn, 3354～3356）.厚期限中町，霧多布湿原， 2m, 1996肘o.3583）.厚開隅判，別寒辺牛湿原，

15 m, 1998(No. 3612, 4011）；太田湿原，85m, 1998別o.3982, 4031, 4032）；尾幌川河畔湿原， 3m,1996肘0.3705）；片無去

湿原”45m, 1999(No. 4096, 4121）.錫｜｜路市広男湿原， 3m,1999例o.4137～4139,4180），自様台潤京， 32m,1999別0.4209). 

阿寒郡鶴居村，オンネナイ湿原， 5m, 1977別0.4); 1991肘0.2820), 1992別o.2824,2848）.自樹担音別町，パシクル湖畔， 3

m, 1980別o.472), 1995(No. 3012; 3017, 3024, 3026, 302め．襲高支庁i幌泉郡えりも町，百人浜湿原， 8m, 1995肘0

3127～3131, 3286）；織鱗：石期締瀧鮒，西高倉i跡， 9m, 1996肘o.3536,3537＋刑判＇＇ J'''J）五機嫌：苫小牧市，

柏原湿原， 10m,1997肘o.3751）；植苗湿原， 5m, 1996(No. 354勾．醐市，若山湿原，5m, 1998別o.3819,382め．輪対：

山越郡長万部町，静狩湿原，5m,1997別o.3631～3634).

4.イボミズゴケ S.papill,田 umLindb.

宗谷郡猿払村，三線沼i劉京， 13～14m,1998例0.3862, 3863）；上猿払潤京， 13～14m, 1998(No. 3865～386η．輯

．目梨郡羅臼町羅臼湖登山道湿原， 680～750m, 1996肘o.2373,2425), 1997制0.3712, 3723, 3724); 1998例o.3877, 

3880）.標潮官標津町，標津潤京，5m, 1982(No. 789), 1999例o.4146,414η．野畑捌削I，茨散湿原，5m, 1992(No. 2966); 

ヤチカンパ潤京， 30m, 1996肘0.3080, 3083, 3089, 3092）；中春別湿原， 40m, 1999肘0.4192）.根室市，歯舞湿原， 30m,
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1996別0.3452）；トーサンポロ川上流の湖京， 26～29m, 1997(No. 3653, 3784）；双沖溜京， 36ID, 1997(No 3799）；別当賀湿

原； 55m, 1996肘0.3511）；落石湿原， 120m, 1994(No. 2952）.野付郡Bリ海町，上風速潤京， 15ID, 1997(No. 3769, 3771, 

377め．言自職業旗：厚開官浜中町，霧多布潤京，2～3m,1982別0.78め， 1995(No.3058), 1996(No. 3569, 3575, 3576）；茶内桜

ケ丘湿原， 35m, 1989(No. 2803）.厚岸郡厚岸町，別寒辺牛湿原，4～5m, 1995(No. 2989～2991, 3143, 3152, 3155), 1997別0.

3619, 3633); 1998別0.4001, 4002, 4012, 4022, 4023）；，太田湖京，85m,1996肘0.3378）.川上郡標茶町，塘路湖畔湿原，9m,

1995別0.3033, 3037, 3039, 3181, 3182）.阿寒郡鶴居村，オバナ伺原，5m,1977別0.2); 1992別o.286防．白糊柏様町，

コイトイ湿原， 3m, 1987(No. 2812）.川上郡弟子屈町， JII湯湿原， 125～127m, 1997肘o.3761～3763,3921). i陸自支援：上
川郡上川町，浮島湿原， 870m, 1995別0.3229-3233）.上川署陳川阿，沼の平湿原， 1430m, 1984別o.2072, 2073）；湧駒別，

1200m, 1983例o.1146), 1984別0.2105）.富良野市，原始ケ原湿原， 1140m,1993例o.2926＋ムラサキヨーヨー久2928,2929）.壁紛

議態：雨竜郡雨龍町，雨龍沼湿原， 910m, 1995(No. 3072, 3073仲Yクシミわ1 棒戸郡月青凋，月ケ湖湿原， 15m, 1996(No. 

3487, 3488）.嶺授華麗：札幌市，南区中山峠湿原， 910m, 1996肘o.3479）.題頭葉ffl：苫小牧市，柏原湿原， 10m, 1996別0.

3561, 3562); 1997別o.3749,375め．議烏支！：山崩限万部町，静狩湿原，5m, 1998(No. 3906～3908). 

スギパミズゴケ節 S釘位。nAcut:めh
5.スギパミズゴケ Enemoreum Scop. 

i!ff支援上川郡IゴII河赤岳奥の平， 1鉛0m, 1983肘o.99め._tjf陪陳川町，副防原， 1回0ID, 1982(No. 2882, 2883, 

2886）；，平ケ岳湿原， 1720m, 1995別0.3248, 326η．種轄庁、：目矧曜日町，羅臼湖登山道湿原， 680～750m, 1986別0.

2385), 1997(No. 3713, 3714, 3725), 1998例0.3882）.薦議薫壊：斜竪郡小清水町，藻琴山， 700m, 1989肘o.211s). I全勝支
援：足寄郡足寄町，雌阿寒温泉付近の湿原， 630m, 1985(No. 2483）；オンネトー錦沼， 630m, 1985刷0. 2495, 3000～3002, 

3007～3009）.襲襲業主主：様潮隅津町，標津湿原， 3m,1999仰0.4151-4156）.根室市，ユルリ島， 4伽， 1995例o. 3凹6,

3097, 3099, 3101, 3104, 3107, 3112）.トーサンボロ湿原，26m,1997肘0. 3782, 3783, 37回）；別当賀湿原，55m,1985別o.

2511), 1996(No. 3515～3518,352伐3521,3552, 3553）.劉碩葉際： JIは郡弟子屈町， JII湯湿原， 125～127m, 1984(No. 1990, 

2007, 2011, 2014, 2023, 2924, 2026, 2028, 2029, 2031), 1997(No. 3752～3757, 3759, 3760, 376η，1998肘o.3917～3919, 

3922～3930）.厚岸郡厚削工別寒辺牛湿原，4～5m, 1995(No. 3151）；太田湿原， 85m, 1996(No. 3369-3371, 3986, 3987, 

4122）；尾幌／1阿畔湿原，3m,1998肘0.3990, 3991）；片無去湿原，45m, 1999肘o.409η．阿寒郡鶴居村，オンネナイ湿原，5m,

1977別o.18).

6.ウスベニミズゴケ（アカミズゴケ） S. rubellum Wils. 

説、n交際：上Ill郡上川町，浮島湿原， 870m, 1995別0.3219）.上川書陳川町，沼の平湿原， 1430m, 19恒例o.2回9）；，平ケ

岳湿原， 1720m, 1995(No. 3245, 3246, 3261, 3262）.猿護支陸： iヨ梨郡緩臼町，羅臼湖への登山道， 680-750m,1986別0

2386, 2433）.標津郡標南町標津湿原， 3m, 1999(No. 4138, 4139）.根室市，歯舞湿原， 30m, 1996別0.3451）；卜ーサンポロ

川上流の湿原， 26m, 1997(No. 3659, 3660, 3789, 3790, 3791）；双沖湿原， 36m, 1997(No. 3802, 3808）；ユルリ島， 40m,

1995(No. 3102, 3113）；別当賀湿原，55m, 1996(No. 3513, 3514, 3519吋ンカクミ1γク）， 1999別o.4158）.野付郡別海町，上風速

湿原， 15m,1997肘0.3774）.務時議・厚時限開I，尾欄｜｜河畔湿原，3m,1996別o.370η.JI国際保町，繍路湖畔i跡，
9m, 1995肘0.3044～3046,3179,318め．阿寒君鴨居村；オンネナイ湿原，5m,1977肘o.11), 1992(No. 286η． 

7.ヒメミズゴケ s.必刀briatumWils. ex J.Hook. 

上川郡東川町，白金温泉の滝付近，5帥 m,1988(No. 2711）.富良野市，芦別岳熊の沼， 1650m,1991肘o.2800). 

宗谷郡湯也剖，モケウニ沼，4～5m,1998別o.3852, 3853）；三線沼湿原， 13～14m, 1998(No. 3864）.欝進翼霞；斜

里郡斜里町，カムイワヅカの滝 280m, 199附-l"o.2791）；斜里郡小清水町，藻琴山， 700m,1989肘o.272η．襲議議建：目梨

郡羅臼町，羅臼湖畔，620～700m,1998例0.3878）.標潮担標津町標津湿原，3m,1999肘o.4133,413の．根室市春国岱， 1-2

ID, 1983別0.925),1984別o.1950, 1985(No. 2519）；，温根元湿原， 27m, 1997(No. 3639～3642）；歯舞湿原， 35m, 1988(No. 

2519）；ノカマップ原生花園， 20m,1995肘0.3016）；落石湿原，45m, 1994(No. 2956）；ユルリ島，40m, 1995(No. 31凹）；ト

ーサンポロ川上流の湿原，29m, 1997(No. 3656, 3657, 3780, 3781）；双沖湿原，36m, 1997別o.3798）.野付郡別海町，中春別

湿原， 35m, 1998別0.4043）.自横路支援，川上郡弟子屈町，川湯湿原， 125～127m, 1984(No. 2012, 2032), 1997(No. 

3770～3774）.厚間日浜中町，霧多布湿原， 3m, 1983肘o.896, 906), 1995(No. 3053); 1996(No. 3580, 3581）.厚間鴨脚J,

別寒辺牛湿原， 4-5m, 1995肘0.3172), 1997別o.3667), 1998例o.必04,4018）；尾欄｜阿畔湿原， 3m, 1996(No. 3704, 

3706）；太田湿原，85m,1998肘0.3989）；片無去湿原，45m,1999別0.4094, 4095）；上尾幌湿原，35m,1995肘0.3031）；真竜

湿原， 5m, 1983肘o.891). JI止君樹祭耕，塘路i湖畔の西仮l腿原， 7m, 1996(No. 3587）；麟湖畔湿原， 9m,1995肘o.3183. 

3357).阿寒郡鶴居村，キラコタン師湿原， 10m, 1991肘o.280η；オンネナイ湿原， 5m, 199l(No. 2977, 2979, 2829, 2830, 

286η． 阿寒郡阿寒町，フレベツ岳， 780m, 1996例0.4001）.調II路市，村田公閤， 5m, 1995刷0.3269）；，山花公園， 30m, 

1984(No. 1759）；安原西部， 5m, 1996別o.3592), 1998(No. 3932）；広里湿原， 3m,1999(No. 4133）；白樺台湿原， 32m,

1999別0.4210）.白J闘官音別町，パシクル湖畔， 3m, 1995別o.3010, 3022, 3027).十勝対J足寄郡足割I，雌阿寒温泉湿

原，640m,1984肘o.2184); 1985肘0.2482, 2485, 2486), 1995肘o.2996～2998).

8.チャミズゴケ S.fi.Jscum (Schimp.）回inggr.
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主HI交際上川郡上川町，浮島湿原， 870m, 1995肘0.3219）.上JI聞東川町，高線ケ原， 1800m, 1982(No. 2885）；平ケ岳

湿原， 1720m,1995別0.3258). 緩護支庁：目剰隈臼町，羅臼湖登山道湖京，710～730m, 1986(No. 2388), 1997別o.372め
標津郡標津町，標津湿原， 5m, 1982別o.757, 4134,4135）；野｛柑防IJi毎町，ヤチカンパ潤京， 30m, 1995(No. 3084, 3087, 

3088）.根室市，温根元潤京， 27m, 1997別0.3645）；，歯舞湿原， 30m, 1996(No. 3453, 3454）；トウサンポロ川上流の湿原， 26

m, 1997別o.3758）；双沖湿原， 36m, 1997肘0.3797, 3800ゆ1へやニミ1、ゴサ）；ユルリ島， 40m, 1995(No. 3100, 3103, 

3116～3119）；別当賀湿原， 55m, 1996(No. 35回～3508,3547)；上風速湿原， 15m, 1997肘o.3770）.郵l崎支庁：川上郡弟子屈

町，｝｜｜湯温京， 125～127m, 1997別o.3764～3766),1998(No. 3914～3917, 3931）.厚岸郡浜中町，霧多布湿原， 2m, 1996肘0.

3571）.厚岸郡厚岸町，別寒辺牛湿原， 4～5m, 1995例0.2988, 3146, 3148, 3150, 3153, 3154, 315η，1977別0. 3611), 

1998別0.4025）；，尾幌川河畔湿原， 3m, 1998例o.3702）；太田潤京， 85m, 1996別0.3374）；片無去湿原， 45m, 1999肘o.

4120,4103）.川上君隅茶町，阿庭内の山地，90m, 1996(No. 3462, 3463）.阿寒郡鶴居村，キラコタン岬湿原， 10m, 1991別0.

2809）；オンネナイ湿原，5m, 1992(No. 1440), 1992別0.2827, 2849). 

9.ホソパミズゴケ S.girgensohl泊iRu田．

議谷支熊宗谷部猿払村，浅茅野湿原， 10～15m, 1998例0.3833, 3834）.議m交際：上川郡上川町，沼の原湿原， 1150m, 

1992肘0.2888）；永山岳， 1400～1500m,1986肘o.243η，宏冴lj沼湿原， 1610m,1992肘o.2895, 2912, 2915）；赤岳， 1650m,

1983（‘No.1050, 1051）；ニセイカムシユツベ山， 1700m, 1993例0.2940, 2942）.上川郡東川町，沼の平， 1100～1430m, 

1984肘o.2053～2056,2074), 1985例0.2328, 2330）；平ケ岳潤京， 1720m, 1995(No. 3243）；高根ケ原， 1800m, 1992(No. 

2878, 2879, 2948）；天人ケ原湿原， llOOm,1982別0.1081, 1090, 1134）.富良野市，原始ケ原湿原， 1140m,1993別0.2930, 

2931）；富良野西岳， 1200m, 1993例o.293の猿祭皆様－夕張市，夕張岳， 1400m, 1995 (No. 319η．雨輔閥龍町，雨龍沼

湿原，845m,1995肘0.3074）.麟進糞I：常呂郡留辺蕊町，武華山， 16伺 m,1993例0.2957-2961）.紋原郎丸瀬布町，武利岳，

1500～1750m, 1990例0.2784, 2785）.紋}JI時，北見富士， 1300m,1991肘0.3207, 3208）.斜里君麟竪町，カムイワッカの滝，

280m, 199時fo.2792）；斜里岳， 1000～1200m, 1993(No. 1179, 1181), 1984肘0.2219); 1986肘o.252η．十勝支庁：河東郡

上士幌町，ウベベサンケ山， 1460m, 1992(No. 2899, 2900, 2902, 294η．河東郡上士幌町， 14の沢永久凍土，875m,1994肘0

2829, 2831, 2839, 2842, 2855, 3960～3966, 3969～3974, 3976～3980）.緩案文庁：目梨郡羅臼町，羅臼岳， 12仰 m,

1983(No.1156, 1157, 1974, 2376, 2378）；羅臼淑登山湿原， 710～730m, 1997別0.3711), 1998別0.3875, 3883, 3884）.根室

市，春国岱，2m,1984別o.1966); 1995例0.3093）；別当賀湿原，55m,1985例0.2512); 1996肘o.3548,3549）.標潤匹標津町，

標津岳，900m, 1993(No. 2936）.額路軍rn：川上郡弟子屈町，摩周岳，800m,1982例0.754）；藻琴山， 100m, 1982(No. 759), 

1989(No. 2717, 2719, 2723, 2724, 2729）；川湯湿原， 130m, 1984例0.202η 厚岸郡厚岸町，上尾幌湿原， 36m, 1995例o.

2981), 1996(No. 3393, 3394）.河寒郡阿寒町，雄阿寒岳，500m, 1983(No. 878, 1330 m, No.1790), 1984(No. 2453）；，ヘルプ

ナイ林道， 600m, 1988(No. 2776）.思溺交際：様似郡様似町，ピンネシリ山， 800m,1996例0.3418, 3419）.羽狩窓際：机頗

市手稲山，印Om,19問。fo.276η；空沼岳，800m,1995肘0.3212）；南区中山峠湿原，910m, 1996例0.3480.鋭意支庁：岩

内部共和町，大谷地湿原，750m,1997肘0.3636～3638）.爾志郡乙部町，乙部山， 1016m,1997肘0.3635). 

10.ゴレツミズゴケ Eq山1quefarium江indb.ex Braithw.) Wamst. 

説ll主原：上川郡上川町ニセイカムシユツベ山， 1700m, 1993(No. 2937, 2938); ,'.!,'Jjlj沼潤京， 1610m,1992肘0.2913); J11 
上郡新得町，卜ムラウシ山， 199l(No. 279η，綴定交際，常呂郡留辺蕊町，武華山， 1600m, 1993(No. 2962, 2963）；斜里郡

小清水町藻琴山，700m,1989肘0.2721）；根室支授：擦潤際津町西別岳，700m,1983例0.1189）；，季競支授：河東郡上士幌

町， 14の沢永凍土の湿地， 875m, 1984肘0.2846-3956, 3958）；日高支庁：様似郡様似町ピンネシリ山， 800m, 1996肘0.

3421～3424); 1997(No. 3743). 

11.ミヤマミズゴケ ErussowiiWa.mst. 

察谷交際：利尻郡利尻町，種富湖京， 10m,1997例o.HF97. 91,92冨土町議m支路：上川郡上川町，沼の原， 1150m, 

1982(No. 2891）；永山岳， 1500m, 1986例0.2436）；忠別沼湿原， 1910m, 1992(No. 2893, 2984, 2909, 2921, 2945）.上川郡

東川町，天人ケ原， 1100m, 1984別o.2110～2112）；沼の平， 1430m, 1984(No. 2058, 2068, 2070）；高根ケ原， 1800m, 

1982(No. 2872, 2877, 2881, 2884）；平ケ岳南側の糊， 1720m, 1995別o.324ト3251,3259）.繍蛾：糠郡上士幌町，

ウペペサンケ山， 1460m,1992別o.2901）.河東郡上士幌町， 14の沢， 875m, 1984(No. 2842+ J'' v1ミ1ワサ）； 1998別0.3957). 

足寄郡足寄町，雌阿寒温泉湿原， 640m, 1984別o.2183), 1985(No. 2480, 2181）.爾運業慢斜里郡斜竪町，カムイワツカの

滝， 280m, 1984(No. 2202); 1990別0.2789）；硫黄山， 1200m, 1990肘0.2201）.斜里郡斜里町，斜里岳， 1100m, 1983別o.

1179, 1236）；竜神池 1250m, 1986(No. 2524, 2535); 1200m, 1983例0.2950, 2951）.斜盟百小清水町，藻琴山， 700m, 

1989例0.272o+了レツミ1γケ， 2722,2728）.緩護支配目梨郡羅臼町，羅臼湖登山道湿原， 680～750 m, 1982(No. 643, 755), 

1986肘0.2387, 2432); 1997肘0.3715), 1998別o.3896～3902,390め．根室市，別当賀溺京，55m, 1996(No. 3554）；，双i中湿原，
36m, 1997例o.3806,380η．鋤路交岸： j享時日厚岸町，上尾幌潤京，36m,1998別0.3913）.川上郡弟子屈町，川湯湿原， 130

m, 1984(No. 2006）.鋭意支援：島槻蝿牧村， 1450m, 1991肘0.281の．日高支配様似郡様似町，ピンネシリ山， 800m, 

1996肘o.3420). 

12，ワラミズゴケ S.subJulvum sji:irs 
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線釜交際：野付郡別海町，茨散溜京，5m, 1992(No. 2968, 2969）；，市街地付近の潤京，40m, 1998(No. 4037, 4038）；，ヤチカ

ンパ溺京，30m,1995制o.3085）；中春別湿原，40m,1999肘0.4195, 4196）.根室市，双i中湿原， 36m, 1997(No. 3809）.議i酪
交際：厚岸郡浜中町，霧多布湿原，2-3m,1982別o.640), 1996(No. 3568, 3573, 3574）.厚岸郡厚岸町，別寒辺牛潤京，4～5m,

1995(No. 2993, 2995), 1995(No. 3140, 3142, 3177), 1997(No. 3615, 3616, 3618, 3629), 1998(No. 4006, 4007, 4024）；太

田潤京，85m, 1996例。. 336め， 1998(No.3983～3985）；片無去湖京，45m, 1999(No. 4100). JI止郡標細T，茅沼湿原， 7m,

1982例。 758）；，塘路湖畔湿原， 9m, 1995肘o.3032,3048,3189ド3091),1996別0.3495～3498）.阿寒郡鶴居村，オンネナイ

溜京，5m,1977別o.12), 1995(No. 2838, 2864）；釧路市広里i湿原，3m,1999肘0.4130, 4132, 4101, 4184）；白樺台湿原32m,

1999肘0.4204, 4205）.釧路郡郵i崎町，天寧， 10m,1981肘o.568).~n支岸：上川郡上川町，忠別沼湿原， 1610 m, 1984(No. 
2914, 2919）.上川郡東川町，沼の平湿原， 1430m, 1984別o. 2075）.お狩交際．石狩郡新篠津村，商高倉の湿原， 9m, 

1996別0.353併ウ日ヨヨワサ）．鰹畿支主主：苫小牧市，植苗潤京， 5m, 1996(No. 3543～3546）；柏原潤京， 10 m, 1996例0.

3555～3558）.登別市，若山湿原， 5m, 1998(No. 3825, 3826). t¥l譲葉棲：幌泉郡えりも町，町百人浜潤京， 8m, 1995肘0

3124, 3125, 3283）.渡島支校．函館市あやめ谷地湿原，750m,1998別o.98-1長谷）．

13.ヒナミスズゴケ（ワルンストルフミズゴケ） 8. WaJηstor.iiR田s.

塗ま時支i-r：夕張市，夕張岳， 1430m,1997肘0.3198), 1995肘o.15881松田行雄氏採集）

ウ口コミズゴケ節 S舵伝.onsquarn国

14.ウロコミズゴケ Esquan四 umCrome 

幾重子支援：宗谷部嘩払村，浅茅野湿原， 10～15m, 1998肘0.3829）.接室主建： Iヨ梨郡羅臼町，縁日湖登山道湿原， 680～750

m, 1986(No. 2384); 1997刷o.3742). 野付郡別海町，市街地付近の湿原， 35m, 1998(No. 4039）.根室市，春田岱， 2m, 

1984肘0.1941, 1951）；落石湿原， 45m, 1994(No. 2955）；ユルリ島，40m,1995別0.3101）；トーサンポロ川上流の湿原， 29

m, 1997例0.3654）；別当賀湿原， 55m, 1996(No. 3505）.療意義棲：斜里郡，小清水町藻琴山， 700m, 1989(No. 2726）.事II路
葉原：川上郡弟子屈町，和琴半島， 130m, 1985別o.2468）；，川湯湿原， 130m, 1984(No. 1991, 2010）.厚岸郡浜中町，霧多湿

原， 2m,1996別o.357η．厚岸郡厚岸町，別寒辺牛湿原，4～5m,1998例0.4019）；尾幌川河畔湿原， 3m, 1998別0.3999）；太

田湿原， 85m, 1998例o.3375）；片無去湿原， 45m, 1999(4101）；上融耳湿原， 36m, 1996(No. 3395）.川上郡標茶町，塘路湖

畔湿原，9m, 1995肘o.3041）；塘路湖西の湿原， 1996別0.3586）；阿歴内の山地， 90m,1996別0.3464）.阿寒郡鶴居村，オン

ネナイ湿原， 5m, 1977別0.15). $11路市，安原の湿原， 1998(No.3933); LIJ花公園， 30m, 1984別0.1761）；北斗湿原， 4m,

1996肘o.3593）；広里湿原，3m,1999別0.4144）；白樺台湿原，32m,1999(No. 4208）.釧路郡錫i酪町，岩保木，5m,1996肘0.

3594）.義務護隊．足寄郡足寄町，雌阿寒j島県湿原， 630m, 1995肘0.2999). tElli支援：上川郡上川町，ニセイカムシユツベ

山， 14叩 m,1993肘o.2941）；永山岳， 1400m, 1986例o.245η．上川君陳川町，間艮ケ原， 1800m, 1982(No. 2864）；天人ケ

原， 1100m, 1984(No. 2109）.若様変緩：河東郡上士幌町，ウベベサンケ山， 1000m, 1992別0.2898); 14の沢， 690m, 

1998肘0.3981）.務費輩授，札幌市，中山峠湿原， 910m, 1996別0.3478）.塗綴交法；雨竜郡雨龍町，雨龍沼湿原， 845m, 

1995例0.3075）.鵬鍬：苫小牧市，植苗湿原，5m,1996別o.3541）；ジュンサイ沼付近，4m,1996肘o.347η 登別市，若

山湿原，5m, 1998(No. 3822）.鋭意支援，岩内郡共和町，大谷地，750m,1997別0.3639). 

15.ホソミズゴケ Eteres (Schimp.) Angs包 exC.H田恒．

務j支壊：宗谷郡猿払村，浅茅野モケウニ沼，4-5m, 1998別o.3854）.欝襲業m：野付郡別海町，茨散湿原，5m, 1992(No. 

2943）.銅路支援：厚期日厚岸町，尾幌河畔湿原， 3m, 1998(No. 3992, 399め．阿寒郡鶴居村，オンネナイ湿原， 1977(No.13). 

議!J鴎聾.JIは郡川上町，忠別沼湿原， 1610m,1992別0.2911）；，高根ケ原， 1800m, 1982肘0.2873, 2875, 2876, 2880）.富

良野市，芦別岳熊の沼， 16印 m,199l(No. 2801）.悲惨交際：河東郡上士幌町， 14の沢，875m, 1998(No. 3959, 3967, 3968). 

lm握糞便：登別市，若山湖京，5m,1998肘o.3821). 

ユガミミズゴケ節 S釘抵onSubs何回d国

18.クシロミズゴケ S.kus.泊四'flSeH.SuZl止i

纏重支援：野付郡別海町，奥日行， 30m, 1983肘0.921）.劉儲蛍宝：阿寒郡鶴居村，オンネナイ湿原， 5m, 1978(No. 242); 

1984別o.2980, 2122）.劃｜｜路市，広里湿原，3m,1999別0.4142, 4143, 4178）；白樺台湖京，32m,1999(No. 4202, 4203）.白糠

郡白糠町，コイトイ湿原， 3m, 1980肘o.34η 白糠郡音別町，パシクル湖畔， 3m, 1995(No. 3011, 3913, 3019, 3021, 3023). 

雪幾支配広尾郡大樹町，キンモウトウ沼，Bm,1998例0.3815, 3816）.綴畿支漆：苫小牧市，ジュンサイ沼付近の掴京，3m,

1991肘0.2798～3470, 3475, 3476）.海岸沼付近の湿原， 3m, 1997(No. 363o+シタヨγケ）．白老郡白老町，ヨコスト湿原， 5m,

1996肘0.3540). 

20.シタミズゴケ Esubobesum W：但:nst.

根室葉桜：野畑捌細工上風速溜京， 15m, 1997(No. 3773）.根室市，号旧海岸， 10m, 1996肘0.3445）；歯舞潤京， 35m, 

1988別0.2751）.南部沼付近の潤京， 3m, 1988(No. 2753, 2754）.議路交信：厚岸郡浜中町，幌戸沼湿原， 3m, 1996肘0

3530～3533）；，霧多布湿原， 2m, 1995(No. 3056, 3057, 3059, 3060, 3200, 35臼， 3565,3570）.調II路市広里湿原， 3m, 

1999(4131, 4141, 4183）.川上郡標茶町，茅沼付近の湿原， 7m, 1980(No. 355）.阿寒郡鶴居村，オンネナイ湿原， 5m, 

-72一一



1978(No. 240); 1982別D.784, 7附， 1991(No.2974, 2975）.白欄目白糠町，コイトイ， 5m, 1987(No. 2813）.白滋郡音別町，

パシクル沼湿原， 2m, 1980(No. 351）.沼高指r：幌泉郡えりも町，百人浜湖京， 8m, 1995(No. 3134, 3135, 3137～3139, 

3270～3277）.鵬蹴庁：苫小牧市，海岸沼付近の潤京，5m,1996別o.3563); 1998(No. 3909～3911）；，弁天沼付近の湿原，4m,

1996肘D.3472～3474). 

21.ユガミミズゴケ S.subsec四 dumN田sex Sturm 

務室支夜目梨郡羅臼町，羅臼湖登山道湖京， 710～730m, 1986別D.2367, 2394, 2417, 2419, 2420, 242η，1997肘o.

3720～3722, 3876, 3904）.野付郡別海町，中春別湿原， 35m, 1998(No. 4042）；，茨散湿原， 5m, 1992例0.2964）；ヤチカンパ

湿原， 30m, 1995(No. 3078, 3109）；中春別湿原， 40m, 1999別o.4197～4199）.根室市，歯舞湿原， 35m, 1988肘o.2747, 

4175, 4176）；，引臼海岸の湿原， 13m, 1996肘0.3444）；春国岱，2m, 1985(No. 2658）；温根元潤京，27m,1997仰0.3644）；卜

ーサンポロ川上流の湿原， 26m,1997(No. 3792, 3793）；落石湿原， 45m, 1994肘0.2953）.野付郡別海町，上風速の湿原， 15

m, 1997(No. 3775）.調路交正予：厚岸部浜中町，幌戸沼湿原， am, 1996(No. 3534）；霧多布湿原， 2-3m, 1983別o.883); 

1995(No.3054, 3055, 3566, 3567, 4173）.厚制官厚岸町，別寒辺牛湿原，5～6m,1995肘o.3173～3176）.川上郡標茶町，塘路

湖畔湿原，9m, 1995(No. 3035, 3192, 3494）.同期鴎居村，オンネナイ湿原，5m, 1977(No. 8), 1992別o.2832, 2860, 2862, 

2973）.鎖｜路市，広里湿原， 3m, 1999別0.4179, 4182）；白樺台湿原， 32m,1999別0.4201）.白輔自白蜘I，コイトイ湿原， 3

m, 1980肘0.344, 593）；，パシクル湖畔， 3m, 198時.Jo.348); 1995(No. 3020, 3025）.白磁郡音別町，キナシベツ湿原， 3m,

1994肘0.2949）.筏寝室原幌泉郡えりも，町百人浜翻京，8m,1995例0.3132, 3133, 3140, 3281, 3282）.主m交法：上川郡

上川町，忠訓沼湿原， 1620m, l992(No. 2920）.上川君陳川町，平ケ岳南側の湿原， 1720m, 1995(No. 324η．お狩支援；石狩

務噺篠津村，西高倉の湿原，9m, 1996別0.3535）.議慾緋樺戸郡月育期，月ケ湖湿原， 15m, 1996(No. 3492, 3493). J蟻
交際：登別市，若山潤京，5m, 1998(No. 3823, 3824). 

ハリミズゴケ節島出onαISpidafa

22.アオモリミズゴケ Eflexu田umDozy et Molk. 

猿谷支民主：宗谷郡猿払村，浅茅野湿原， 10～15m, 1998別0.3835, 3839, 3840）.モケウニ沼，4～5m, 1998別0.3855）；三線

沼湿原， 13～14m,1998肘o.3857, 3858）；上猿払湿原， 13～14m,1998例o.3868～3870,3873）.種選支庁：目梨郡曜日町，羅

臼湖登山道湿原，710～730m,1986別o.2371,2380,2428,2430,3736,3737,3741,388η．鍔路交!m：）事関H厚岸町，別寒辺

牛湿原，4～5m, 1995(No. 3170, 401η；上尾幌湿原， 35m, 1995別o.3030）；片無去溺京，45m, 1999(No. 4112）.川上郡標茶

町，塘路湖畔湿原，9m,1996仰o.3693）.阿寒郡鶴居村，オンネナイ湿原，5m, 1977(No. 20); 1978(No. 243); 1991(No. 2971). 

滋I控除上JI陪陳JI(町，天人ケ原掴京， 1200m, 1983(No. 1136）.者殺弱苦．杭鳳市，南区中山峠湿原， 910m, 1996肘o.

3481, 3483, 3484). 

23.コサンカクミズゴケ Eangstifolium (C.Jens. ex Ru田.）C.Jens. 

宗谷支IT：宗谷部蟻払村，浅茅野湿原， 10--15m, 1998肘0.3830）.鍛路交際厚朝日厚岸町，上尾幌湿原， 35m, 1995肘o.

2984～2987); 1996肘o.3399～3401）；尾幌川河畔湿原，3m,1996別o.3707,3708,40叩）．川上郡標茶町，猪路湖畔湿原，9m,

1995(No. 3049, 3051）.阿寒郡鶴居村，オンネナイ湿原， 5m, 1982別0.786）.部1説法：富良野市，原始ケ原湿原， 1140m,

1993別o.2927).

24.サンカクミズゴケ S.fallax回inggr.

家谷文法：宗谷郡猿払村，浅茅野湿原， 10～15m, 1998別0.3836～3838, 3844）；モケウニ沼混原， 4-5m, 1998肘0.3848, 

3849）；三線沼湿原， 13-14m, 1998(No. 3859～3861）.議撃練：目梨君隅臼町，羅臼湖登山適切京， 710～730m,1982(No. 

646); 1986別D.2372, 2389, 2418); 1997肘0.3729～3733); 1998(No. 3874, 3892～3895）.標潮E標津町，標津湿原， 3m, 

1982(No. 756, ), 1999(No. 4140～4144）.根室市，歯舞潤京，30m. 1997(No. 364η；落石湿原，45m, 1994(No. 2954）；，別当賀

湿原， 55m, 1985別o.2509, 3522～3524, 3550, 3551, 4157)；トーサンボロJII上流湿原， 29m, 1997(No. 3650～3652, 3786, 

378η；双沖湿原， 36m, 1997(No. 3801, 3803, 3804）.額髄支援．厚岸郡浜中町，桜ケ同湿原， 35m, 1989(No. 2802）；，霧多布

湿原， 3m, 1999肘0.4171, 4174）.厚開日厚岸町，別寒辺牛湿原， 4～5m, 1997肘o.3665, 4008, 40099；太田湿原， 85m, 

1996(No.3360～3363,3988）；尾幌川河畔湖京， 3m, 1998別0.3694, 3994, 3995）；，上尾幌湿原， 35m, 1995例o.3396,339η．

川上郡弟子屈町，川湯湿原， 125～127m, 1997(No. 3775）.川上郡擦細I，繍路湖畔湖京，9m,1996別0.3696）.阿寒君隅居村，

オンネナイ湖京，5m,1978別0.6); 1978別D.491); 19卯別0.2818, 2972）.十勝支筏．足寄都足寄町，雌阿寒温泉湿原，640m,

1985(No. 2185）；オンネトー錦沼， 630m,1985例o.2494); 1995(No. 3003～3006）.護m支配上川郡.t/11町，浮島湿原， 870

m, 1995肘0.3227, 3228）；，沼の原湿原， 1150m, 1982例0.2887, 2890）.上川郡劇II町，沼の平， 1430m, 1984肘o.2060, 

2065～2067, 2331, 2332）；天人ケ原， 1200m, 1983例0.1138, 2113, 2115）；平ケ岳湿原， 1720m, 1995(No. 3256, 325η．霊祭

知支庁：雨竜郡雨龍田I，雨龍沼湿原， 845m, 1995(No. 3侃9）.鍔司書支庁：増毛郡増毛町，暑寒別岳， 1200m, 1995(No. 

3064～3066）.後議亥fr：小樽市，赤岩海岸， 100m, 1994肘0.2944）.石狩交際；札幌市，南区中山峠湿原， 910m, 1996(No. 

3482, 3485, 3486). 

25.ハリミズゴケ Seu弓p'datum Ehrh. ex Ho飴n.
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援護葉原目梨郡羅臼町，羅臼湖への登山道沿い，710～730m, 1997(No. 3734, 3735, 3738）.標潮E標津町，標津湖京，3m,

1999肘a.4148～4150）.部i技庁：上川郡上川町，沼の原湿原， 1150m, 1982肘a.2889+5'ナlミ1γケ）．富良野市，原始ケ原湿

原， 1140m,1993別a.2922）ー後藤掛：岩柑E共和町，神仙沼湿原，750m,1997肘o.3642柳沢口サ）．

26.フトハリミズゴケ Emajus(R凶 s.)C.Jens. 

緩筆家ff：野付郡別海町，茨散潤京， 5m, 1992肘a.2967). j/1路交野：厚岸郡厚岸町，別寒辺午潤京， 4-5m, 1995肘0

3156, 3499, 3501, 4013). 浜中町，霧多布湿原， 3m,1999別a.4172）.川上郡標茶町，塘路湖畔潤京， 9m, 1995別a.3050, 

3814）.阿寒郡鶴居村，オンネナイ潤京， 5m, 1978別a.244); 1982(No. 641); 199l(No. 2978）.自軽量郡白糠町，パシクル沼湿

原，3m,1983別a.888). 

27.シナノミズゴケ S.jenseniiH.Lindb. 

illllf支ffl：上川郡上川町，浮島溜京， 870m, 1995(No. 3213～3217).上川郡東JI阿，天人ケ原湿原， 1200m, 1984(No. 

2108）.鯛新樺戸郡月開，月ケ湖i踊， 15m, 1996(No. 352η． 

28.コフサパミズゴケ S.lenense H.Lindb. ex Pohle 

進！II支援：上川郡東川町，平ケ岳南側の湖京， 1720m,1995肘a.3244）ー

29.フサパミズゴケ S.1indbel'gn8cmmp.ex Lindb. 

接室薫fr：目梨郡羅臼町，羅臼岳， 1440m, 1984(No. 2381）.鎖臆交法厚開隅岸町，別寒辺牛湿原， 4～5m, 1995肘a.

3171); 1998(No. 403めJ!；割既！＇［：上川郡上川阿，馴沼 i湿原， 1610m,1992例o.2905～2908,2922）.上川郡蔚l阿，高根ケ

原， 1800m,1992似a.2871）；平ケ岳樹京，1720m,1995肘a.3236-3242, 3266). 

30.マルパミズゴケ Eobtusum Warnst. 

壊薫支援．野付郡別海町，茨散湿原， 5m, 1992(No. 2965, 297め.111路支援厚岸郡浜中町，幌戸湖京， 3m, 1996肘0

3528）；霧多布湿原， 2m, 1996肘a.358の厚崩瞬岸町，別寒辺牛湿原， 4～5m, 1996別a.3500）.川上郡標茶町，茅沼の混

原，7m, 198l(No. 591); 1982肘a.791）；嬢路湖西側の湿原，7m,1996肘o.3588, 3589）；，塘路湖畔湿原，9m,1995肘a.3192). 

阿寒郡鶴居村，オンネナイ湿原， 5m, 1977肘0.7); 1981別o.76η；1991肘o.2976). m高鍛ま：幌泉郡えりも町，百人浜溺京，

8m, 1995別o.3278～3280）.主ff!笈原：上川郡上川町，忠:5)1J沼掴京， 1610m,1992例a.1916, 2917). 

31.ウツクシミズゴケ S.pulcmwηα..indb.)Warnst. 

@II変節上川郡上川町，沼の原湿原， 1150m, 1982(No. 2892）.上川郡期l阿，平ケ岳南側の湿原， 1720m, 1995肘0.

3252, 3254, 4355）；沼の平湿原， 1430m,1984仰0.2059, 2061, 2333, 2334）；天人ケ原湿原， 1200m, 1984(No. 2114）.富良

野市，原始ケ原湿原， 1140m,1993肘o.292め．議銀支まr:雨輔隅穂町，雨龍沼溜京，剖5m,1995肘o.307め．

32.サケパミズゴケ丘中四山1Angstr.

路交法：宗谷郡猿払村，浅茅野i跡， 10～15m, 1998(No. 3827, 3831, 3832）；浅茅野モケウニ沼潤京， 4～5m, 1998肘0.

3850, 3851）.議挙支援：目梨郡羅臼町，羅臼湖への登山道沿い， 710～730m, 1886肘a.2395, 2426); 1998別0.3727～3879). 

i闘技庁：上川郡上川町，忠刷沼潤京， 1610m,1992刷o.290の

33.ワタミズゴケ S.tenellum Ehr・h.exHo飴n.

綴獲変態：目梨郡羅臼町，羅臼湖登山道湿原， 629～700m, 1986(No. 2358, 2390, 2421, 2424, 2431); 1997(No. 

3716～3719); 1998例0.3889～3891）.認Ii玄跨：上川郡上川町，浮島潤京， 870m, 1995例0.3222～3226）.上JII郡東JI阿，天

人ケ原， 1200m, 1983例0.1139); 1984別0.2106, 210η；沼の平， 1430m, 1984(No. 307η 観樹：糊問調，鞍

別岳， 12凶 m,1995肘0.3服， 3063）.禦械設：樺戸郡月青銅，月ケ湖溜京， 15m, 1996肘o.3490, 3491）.襲轄按：岩内

郡共和町，神仙沼湖京，750m,1997別o.3640, 3641). 

キダチミズゴケ節 Sぽ tionRigida

34.キダチミズゴケ S.compactum DC. ex Lam. et DC. 

纏薫鰍＝：目梨郡緩臼町，羅臼湖畔登山道i跡，620～700m, 1998肘0.3881）.議II野上川郡上JI阿，忠別沼潤京， 1610

m, 1992肘o.2921）.酎艮ケ原， 1800m ,1992肘o.287め．上川郡蔚II町，平ケ岳湿原， 1720m, 1995例o.3253，沼田），沼の

平， 1430m, 1984肘0.2080); 1995別o.2326,232η．空知支隊：雨輔官雨龍阿，雨龍沼湖京， 845m, 1995別0.3070, 3071). 

義教護残．石狩郡新篠津村，西高倉湿原，9m, 1996(No. 3538). 
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VIIl.北海道におけるミズゴケの分布
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あとがき

1977年、私は当時広島大学理学部の教授でおられた鈴木兵二博士に 10数点のミズゴケの標

本を同定して頂きました。それが私にとってミズゴケの種を理解する事ができた最初でありまし

た。しかしその後暫く私は蘇苔類から離れておりました。

ところが最近北海道における絶滅危倶植物の調査を環境庁自然保護局から委嘱され、私はレッ

ドデータブック分科会植物 I分科会の調査協力者として全道にわたるフロラの調査を行う事にな

りました。その調査中にはミズコケが優占する湿原に入る機会も多く、私がミズゴケを再び研究

しようとするきっかけとなりました。

しかしミズゴケは採集することは簡単でも、種まで同定することは意外に大変なことを思い知

らされました。さらに調査を通して、平地におけるミズゴケの生育するような湿原は開発によっ

て急速に失われつつあると言う事を知ったため、今ミズゴケの種と生態を研究しておかなければ

北海道の平地におけるミズゴケは絶滅してしまうのではないかと危慎するようなりました。

ところが日本には現在ミズゴケに関する初心者を対象とした文献が極めて少なく、ミズゴケを

理解するのは大変難しいのが現状です。最初は諦めていたのですが岩月善之助博士から、服部植

物研究所の標本を必要なだけ借りられるように便宜を図るので是非研究をしなさいと勧められて

纏めることにしたのが今回の研究であります。

しかし、ここ数年精力的にミズゴケの標本を集めてみると、外形、色、顕微鏡で観察したとき

の透明細胞や葉緑細胞の形等は、同じ種でも環境による変異が極めて大きいため、稜を理解する

のは大変難しいことが分かりました。それを初心者に理解で、きるように纏めるにはどうすればい

いのか、と外国の文献なども参考にして試行錯誤を重ねました。

大量の標本を採集して比較し、類別すれば、種の共通点が見出されて解決するのではと考えた

のですが、自宅では標本を保存するスペースも限られるので幾らでも採集するというわけにもい

きません。そこで同じ種でも環境の違うところに生育しているものや、色や外見が違うものを特

に選んで標本をつくるようにして効率よく比較検討することにしました。

従って標本の数が少ないため、十分に検討できなかったものも多いと思います。今後ミズゴケ

に関する多くの研究者が現れ、北海道や日本のミズゴケの種とその分布が詳細に解明されていく

ことを願ってやみません。

今回の研究にあたり、元広島大学教授で、現在服部植物研究所岡崎分室で研究を続けておられ

る岩月善之助博士を通じ、世界中の蘇苔類の標本を多数所蔵されている同所の標本庫より多数の

ミズゴケの標本をお借りできました。標本をお貸しいただいた事とともに、この論文を纏めるに

当たり多くの事をご指導頂いたことを心から感謝申し上げます。

また、今回標本の一部を同定して頂くと同時に長年の研究による貴重な論文も見せて頂きまし

た、多年にわたって日本のミズゴケの研究をしておられる松本市在住の松田行雄氏、私の拙い論

文を快く掲載して頂いた北海道大学総合博物館教授の高橋英樹先生、及び論文の校正に携わって

くれた同大学農学研究科の院生の内田暁友君、皆様にも心からお礼を申し上げます。

今後のミズゴケの研究者の為に、この研究で利用した標本は全て北海道大学農学部附属植物園

の標本庫に一括保存しております。
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正誤表

ベ内ーシ』 T’ーT 正 誤

64 6行 tryncate tr.ancate 

66 16行 walls of 肱alin.e~lls Qflm.rncll l!rnYea withを入れる walls oι＿with 

64 19行 £ru le.a迎昼

64 28行 a担且S ;Stems simple ;Stems and 

64 47 :f-r acute .at apex acute_apex 

65 6行 concave-pointed concave Qil pointed 

65 151子 Plant§ robust Plant_ robust 

65 38 千子 apical_ends a,uicalends 


